






項目名称

数量総括表（その１）

率計上工事　数量総括表（その１）

区分

単位

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ｐ6

Ａ2

　率計上工事

Ｐ7

Ｐ8

Ｐ9

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

小
木
津
高
架
橋

項目番号

検査路

B

kg

防護柵

撤去設置工

ｍ

一般型

非積雪地用

ｍ

立入防止柵

撤去設置工

合計

ガードレール

Gr-C-4E

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

特-（5）

ガードレール

Gr-A-2E

ｍ

排水装置

排水管　A

ｍ kg

検査路Ｂ

撤去・設置工 撤去工

kg

検査路Ｂ

ｍ

排水管Ａ

ｍ

U型水路工

230×230

U型水路工

240×240

U型水路工

300×300

U型水路工

500×500

U型水路工

600×600

U型水路工

1600×1600

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

円形排水路

φ300

ｍ

円形排水路

φ600

ｍｍ

ガードレール

Gr-A-4E

68.0

客土掘削

土砂（表土）Ａ

ｍ3 ｍ

排水管Ａ

2324.5

2196.5

2196.5

2196.5

2196.5

2196.5

2324.5

2196.5

2196.5

2196.5

2324.5

1613.4

40105.9

12.0 33.0

38.4

40.0 50.2

33.6 26.9

20.0 23.2

41.3 40.3

24.0 19.6

22.3 18.9

32.7

55.4 57.5

37.5 37.4

44.1 57.8

32.3 35.1

383.2 475.9

1748.3

1241.3

30962.4

148.6

2644.0

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

1748.3

5.8

6.4

3.7

13.1

17.5

18.2

12.2

12.4

12.2

11.5

11.7

11.1

7.3

12.9

11.8

12.7

12.1

192.6 68.0

0.5

0.5

0.5

1.5

0.5

1.5

0.5

1.7

0.7

1.7

0.7

1.7

0.7

1.5

0.7

1.7

0.5

2.9

20.0

17.8

27.7

28.3

27.8

19.3

21.2

28.4

32.4

31.3

32.0

31.2

32.4

32.1

34.9

32.6

32.6

29.6

17.5

509.1

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

148.6

117.8

0.8

1.8

0.8

1.8

0.8

1.8

0.8

1.8

0.8

1.8

0.8

4.5

25.1

2324.5

2324.5

2324.5

2324.5

2324.5

2324.5

37.6

集水桝

500×500×H700

基

ガードレール

Gr-C-2E

ｍ

0.8

0.8

1.8

0.8

1.8

0.8

株式会社　復建技術コンサルタント

－

12.0

1／224

 1／224



項目名称

数量総括表（その２）

率計上工事　数量総括表（その２）

区分

単位

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ｐ6

Ａ2

　率計上工事

Ｐ7

Ｐ8

Ｐ9

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

小
木
津
高
架
橋

項目番号

合計

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

ｍ2

ブロック積

撤去設置工

法枠ブロック

撤去設置工

ｍ2 ｍ2

間詰張芝 中張ブロック

ｍ2 ｍ2

シール

設置工

コンクリート

ｍ2

土留め（鉄板）

撤去復旧工

仮設円形水路

設置撤去工

ｍ枚

砂 秋

吹付

復旧工

コンクリート

ｍ2

φ2000

仮設防護柵

設置撤去工

ｍ

既設舗装

撤去復旧工

ｍ2

ネットフェンス

撤去設置工

ｍ

施工ヤード

整備工

工事用道路

整備工

特-（5）

ｍ2

切り回し道路

設置

花

工事用道路

整備工

ｸｯｼｮﾝﾄﾞﾗﾑ

個ｍ2 ｍ2

設置
布製型枠設置工

小②

工事用道路

整備工

ｍ

30.0

30.0

25.6

27.7

53.3

6.9

5.9

31.6

24.1

20.7

21.2

16.7

16.3

14.9

25.5

27.1

6.6

217.5

87.6

87.6

株式会社　復建技術コンサルタント

－

ブロック積

撤去工
シール

撤去工

コンクリート

ｍ2ｍ2

吹付

撤去工

コンクリート

ｍ2

2／224

 2／224



1316.1

269.3

334.6

298.7

1453.1

3671.8 13.7

7.5

6.2

1157.2

192.7

230.0

162.7

1152.1

2894.7

32.0

32.0

64.0

9.4

2.0

17.9

6.5

20.0

11.7

11.5

15.8

39.0

16.0

15.4

31.4

5.4

5.4

10.0

8.0

8.0

16.0

16.0

31.0

13.8

44.8

44.8

92.4

89.6

182.0

182.0

1.7

1.7

2.5

2.1

2.1

3.1

4.6

4.6

0.8

0.8

1.0

1.0

項目名称

区分

単位

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ｐ6

Ａ2

助
川
山
橋

項目番号

合計

数量総括表（その３）

率計上工事　数量総括表（その３）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

Ａ1

Ｐ1-L

Ｐ1-R

Ｃ
Ｄ
ラ
ン
プ

Ａ2

日
立
中
央
Ｉ
Ｃ
橋

合計

※砂沢橋　防護柵　撤去設置工は、上下線一体工事のため、上り線に表記する。

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

上
り
線

Ａ2

砂
沢
橋

小計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

下
り
線

Ａ2

小計

合計

検査路

B

kg ｍ

一般型

非積雪地用

ｍ

立入防止柵

撤去設置工

ガードレール

Gr-C-4E

ガードレール

Gr-A-2E

ｍ

排水装置

排水管　A

ｍ ｍ

排水管Ａ

撤去工

kg

検査路Ｂ

ｍ

排水管Ａ

ｍ

U型水路工

230×230

U型水路工

240×240

U型水路工

300×300

U型水路工

500×500

U型水路工

600×600

U型水路工

1600×1600

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

円形排水路

φ300

ｍ

円形排水路

φ600

ｍ

ガードレール

Gr-A-4E

ｍ

客土掘削

土砂（表土）Ａ

ｍ3 kg

検査路Ｂ

撤去・設置工

集水桝

500×500×H700

基

防護柵

撤去設置工

特-（5）

ガードレール

Gr-C-2E

ｍ

20.0

8.8

9.5

31.4

13.1

株式会社　復建技術コンサルタント

－

31.0

30.6

61.6

61.6

3／224

 3／224



2.0

2.0

5.3

5.3

5.3

5.3

6.4

27.6

41.0

30.0

71.0

71.0

22.0

19.0

41.0

41.0

49.4

31.2

80.6

80.6

560.0

560.0

1120.0

1120.0

31.0

30.6

61.6

61.6

1.0

1.0

1.0

1.0

2.0

28.8

28.8

191.6

352.5

352.5

項目名称

区分

単位

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ｐ6

Ａ2

助
川
山
橋

項目番号

合計

数量総括表（その４）

率計上工事　数量総括表（その４）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

Ａ1

Ｐ1-L

Ｐ1-R

Ｃ
Ｄ
ラ
ン
プ

Ａ2

日
立
中
央
Ｉ
Ｃ
橋

合計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

上
り
線

Ａ2

砂
沢
橋

小計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

下
り
線

Ａ2

小計

合計

ｍ2 ｍ2 ｍ2

シール

設置工

コンクリート

ｍ2

土留め（鉄板）

撤去復旧工

仮設円形水路

設置撤去工

ｍ枚

砂 秋

吹付

復旧工

コンクリート

ｍ2

φ2000

仮設防護柵

設置撤去工

ｍ

既設舗装

撤去復旧工

ｍ2

ネットフェンス

撤去設置工

ｍ

施工ヤード

整備工

工事用道路

整備工

ブロック積

撤去設置工
布製型枠設置工

法枠ブロック

撤去設置工

ｍ2 ｍ2

間詰張芝 中張ブロック

ｍ2

切り回し道路

設置

花

工事用道路

整備工

ｸｯｼｮﾝﾄﾞﾗﾑ

個ｍ2 ｍ2

設置

小②

工事用道路

整備工

ｍ

特-（5）

株式会社　復建技術コンサルタント

－

ブロック積

撤去工
シール

撤去工

コンクリート

ｍ2ｍ2

217.3

414.5

197.2 160.9

57.0

31.2

88.2

414.5 88.2

58.8

58.8

55.0

55.0

吹付

撤去工

コンクリート

ｍ2

5.3

5.3

5.3

5.3

6.4

27.6

4／224

 4／224



874.6

1304.2

2178.8

4.0

4.0

571.9

1491.3

919.4

18.0 73.1

18.0 73.1

16.0

16.0

13.9 3.3

13.9 3.3

集水桝

500×500×H700

基

1808.4

2210.4

5254.2

296.1

329.7

313.7

295.9

48.7

70.5

98.8

58.4

276.4

1260.5

972.8

11.2

11.8

13.1

12.5

10.0

8.0

28.9

17.2

23.4

24.3 61.1

30.1

16.7

31.9

78.7

5.2

5.4

21.5

65.7 8.3

1.9

1.9

1.9

1.9

1.9

7.9

17.4

2.8

2.8

1.3

4.4

2.8

227.4

239.9

236.4

217.6

1199.5

1322.0

3442.8

835.6

614.8

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

4.2

18.7

2.8

項目名称

区分

単位

項目番号

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

Ｅ
・
Ｆ
ラ
ン
プ

Ｐ4

Ｐ5

Ａ2

中
山
跨
線
橋

合計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ａ2

多
々
良
場
川
橋

合計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

上
り
線

Ａ2

秋
山
橋

合計

数量総括表（その５）

率計上工事　数量総括表（その５）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

検査路

B

kg ｍ

一般型

非積雪地用

ｍ

立入防止柵

撤去設置工

ガードレール

Gr-C-4E

ガードレール

Gr-A-2E

ｍ

排水装置

排水管　A

ｍ ｍ

排水管Ａ

撤去工

kg

検査路Ｂ

ｍ

排水管Ａ

ｍ

U型水路工

230×230

U型水路工

240×240

U型水路工

300×300

U型水路工

500×500

U型水路工

600×600

U型水路工

1600×1600

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

円形排水路

φ300

ｍ

円形排水路

φ600

ｍ

ガードレール

Gr-A-4E

ｍ

客土掘削

土砂（表土）Ａ

ｍ3

2233.3 58.6 1450.432.3 130.6 97.8 8.3 13.8

kg

検査路Ｂ

撤去・設置工

2.0

2.0

防護柵

撤去設置工

特-（5）

ガードレール

Gr-C-2E

ｍ

21.9

22.2

22.0

22.8

23.3

9.2

121.4

14.1

2.8

1.0

4.4

2.8

株式会社　復建技術コンサルタント

－ 5／224

 5／224



20.9 160.0

20.9 160.0

373.8

373.8

小②

工事用道路

整備工

ｍ

66.4

104.6

104.6

項目名称

区分

単位

項目番号

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

Ｅ
・
Ｆ
ラ
ン
プ

Ｐ4

Ｐ5

Ａ2

中
山
跨
線
橋

合計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ｐ5

Ａ2

多
々
良
場
川
橋

合計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3

上
り
線

Ａ2

秋
山
橋

合計

数量総括表（その６）

率計上工事　数量総括表（その６）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

法枠ブロック

撤去設置工

ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2

シール

設置工

コンクリート

ｍ2

土留め（鉄板）

撤去復旧工

仮設円形水路

設置撤去工

ｍ枚

砂 秋

ｍ2

吹付

復旧工

コンクリート

ｍ2

φ2000

仮設防護柵

設置撤去工

ｍ

既設舗装

撤去復旧工

ｍ2

ネットフェンス

撤去設置工

ｍ

施工ヤード

整備工

工事用道路

整備工

間詰張芝 中張ブロック

撤去設置工

ブロック積

ｍ2

切り回し道路

設置

花

工事用道路

整備工

ｸｯｼｮﾝﾄﾞﾗﾑ

個ｍ2ｍ2

設置

66.4

布製型枠設置工

特-（5）

株式会社　復建技術コンサルタント

－

撤去工
シール

撤去工

コンクリート

ｍ2ｍ2

ブロック積
吹付

撤去工

コンクリート

ｍ2

380.7

380.7

6／224

 6／224



Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ａ2

花
貫
川
橋

小計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
下
り
線

Ｐ4

Ａ2

小計

合計

項目名称

区分

単位

項目番号

※花貫川橋　１．検査路は、上下線一体構造のため、上り線に表記する。
　　　　　　２．立入防止柵は、上下線一体工事のため、上り線に表記する。

数量総括表（その７）

率計上工事　数量総括表（その７）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

検査路

B

kg ｍ

一般型

非積雪地用

ｍ

立入防止柵

撤去設置工

ガードレール

Gr-C-4E

ガードレール

Gr-A-2E

ｍ

排水装置

排水管　A

ｍ ｍ

排水管Ａ

撤去工

kg

検査路Ｂ

ｍ

排水管Ａ

ｍ

U型水路工

230×230

U型水路工

240×240

U型水路工

300×300

U型水路工

500×500

U型水路工

600×600

U型水路工

1600×1600

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

円形排水路

φ300

ｍ

円形排水路

φ600

ｍ

ガードレール

Gr-A-4E

ｍ

客土掘削

土砂（表土）Ａ

ｍ3 kg

検査路Ｂ

※花貫川橋　１．検査路は、上下線一体構造のため、上り線に表記する。
　　　　　　２．立入防止柵は、上下線一体工事のため、上り線に表記する。

1896.9

2501.1

10030.7

1896.9

1897.5

1838.3

10030.7

59.5

21.9

74.7

10.6

166.7

166.7

24.7

24.7

24.8

23.0

97.2

1221.0

1221.0

1221.0

1221.3

1721.7

6606.0

24.7

24.7

24.8

23.0

97.2

6606.0194.4

8.0

8.0

10.4

16.5

11.8

13.5 9.2

3.7

3.5

52.2 7.29.2

52.2 7.29.2

3.3

4.1

4.0

3.0

28.6

14.4

3.3

4.0

3.9

3.0

14.2

3.2

3.9

3.8

2.9

13.8

3.9

2.9

13.8

27.6

3.1

3.9

8.0

集水桝

500×500×H700

基

撤去・設置工
防護柵

撤去設置工

特-（5）

ガードレール

Gr-C-2E

ｍ

株式会社　復建技術コンサルタント

－ 7／224

 7／224



Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
上
り
線

Ｐ4

Ａ2

花
貫
川
橋

小計

Ａ1

Ｐ1

Ｐ2

Ｐ3
下
り
線

Ｐ4

Ａ2

小計

合計

項目名称

区分

単位

項目番号

数量総括表（その８）

率計上工事　数量総括表（その８）

　率計上工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

法枠ブロック

撤去設置工

ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ2

シール

設置工

コンクリート

ｍ2

土留め（鉄板）

撤去復旧工

仮設円形水路

設置撤去工

ｍ枚

砂 秋

吹付

復旧工

コンクリート

ｍ2

φ2000

仮設防護柵

設置撤去工

ｍ

既設舗装

撤去復旧工

ｍ2

ネットフェンス

撤去設置工

ｍ

施工ヤード

整備工

工事用道路

整備工

間詰張芝 中張ブロック

ブロック積

撤去設置工

ｍ2

切り回し道路

設置

花

工事用道路

整備工

ｸｯｼｮﾝﾄﾞﾗﾑ

個ｍ2 ｍ

設置

60.7

60.7

60.7

37.4

37.4

37.4

布製型枠設置工

小②

工事用道路

整備工

ｍ

特-（5）

株式会社　復建技術コンサルタント

－

撤去工
シール

撤去工

コンクリート

ｍ2ｍ2

ブロック積
吹付

撤去工

コンクリート

ｍ2

8／224
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 10／224



至 日立北IC

下り線

上り線

至 高萩IC

花
貫
川

M M

平面図 縮尺 1:1000

側面図 縮尺 1:1000

花貫川橋(上下線）　花貫川橋盛土場

+
20 +
40 +
60 +
80 S
T
A.
79

+
20

+
40

+
60

+
80

S
T
A.
78

+
20

S
T
A.
80

+
20

+
40

+
60

+
80

DL = 60.000

上り線中心

下り線中心

字杭ゾウ渕

2941-5

2944-1

2941-4

12.52

2944-5

2941-6

2944-3

530-4

534-3

字 子 キ 内

550-12

550-10

550-9

551-1

543-1

543-2

543-7

543-6543-8

544-8

544-5 544-7 550-13

550-15

544-9

544-4

550-1

550-11

字 ネ キ 内

550-2

527-3

527-3

550-14

字 ネ キ 内

字 袮 き 内

545-1

字 袮 き 内

字 袮 き 内

字 長 塚

2944-6
2944-2

534-1

529-1

528-1

528-4

530-3

530-5
528-5

530-6 528-3

527-7

527-8

527-6

527-10

527-2

530-1

529-2

527-9

545-4

545-3

道R-141 道R-142 道R-143 道R-144 道R-145 道R-146

道R-146-1

道R-149

道R-148道R-147

道R-150

K.P.132.8

556-4

551-3

551-4

556-5

556-1

550-11
556-2

F

400 45350 52500 52500 59000 51350 400

鋼5径間連続非合成鈑桁橋　261500250 250

橋長　262000

A1

P1 P2 P3 P4 A2

花貫川

国道461号

大堰用水路 高田用水路

国道461号

農道

大堰用水路

高田用水路

第二浄水場排水池

農道

道路

側道

道路

F
M

花貫川橋盛土場

M

大型土のう撤去発生土等

花貫川橋盛土場

注記：Ｐ１施工完了後、大型土のう撤去発生土等を盛土場へ盛土する 東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

事務所名

施工会社名

常磐自動車道

花貫川橋盛土場

　花貫川橋（上下線）

小木津高架橋耐震補強工事

11／224

 11／224



小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

事務所名

施工会社名

常磐自動車道

側面図 縮尺 1:750

中山跨線橋　土取場詳細図

DL = 10.000

M

P1

+
60

+
40 +
80 S
T
A.
4

+
20 +
40

+
60

+
80

S
T
A.
5

+
20

+
40

至 日立北IC

OFFランプ

ONランプ

至 日立北第2IC

M

A1 P2 P3 P4 P5

A2

M MFM MF

JR常磐線

JR常磐線

市道519号線

市道518号線

平面図 縮尺 1:750

A1

P1 P2 P3 P4 P5

A2

市道519号線

JR境界

8
00

8
00

土取場詳細図

　中山跨線橋

施工ヤード

中山跨線橋 土取場

8
00

8
00

中山跨線橋 土取場

土量:170m3

※花貫川橋へ約130ｍ3運搬

土量:235m3

　砂沢橋へ約190ｍ3運搬

12／224

／    12／224



小木津高架橋（上り線）　工事用道路位置図

小木津高架橋耐震補強工事

設計会社名

図面の種類

株式会社　復建技術コンサルタント

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

図  示

施工会社名

常磐自動車道

図面番号

事務所名

縮    尺

工事用道路位置図

　小木津高架橋（上り線）

注記）この地図はカシミール３Ｄ（http://www.kashmir3d.com/）及び国土地理院の地図をもとに

　　　(株)復建技術コンサルタントが作成したもの。

発注者借地
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0
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9
4
0
0

2
7
0
0

敷鉄板1.5×6ｍ
N=14枚

敷鉄板1.5×3ｍ
N=1枚

19
30
0

10000

13／224

 13／224
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Br1 Br2

K8

K7
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22400
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▽Z2

▽Z1
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Br1 Br2 Br1 Br2 Br2Br1
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5580
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2700 1200 2300 50 5850 50 2300 1200 2700

A
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B

B

6600 5150 6600

200 2200 200
2000 2600 2000

200 2200 200
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1000 4600 1000 1000 4600 1000

3
0
00

排水管
300 300

排水管

2700 1200 2300 50 5850 50 2300 1200 2700

1
9
30

2
05
0
0

1
2
50

Tr9

K6

A-A B-B下り線 上り線

500
700

250 730 270 500
1930 20 500 1250

Br2
Br1

Br3 Br3

P1

Z1 Z2 Z3 Z4

79.664 79.756 78.566 81.745 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

5
0
0

平面図

正面図側面図 側面図
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Br3

12 650 28
690

103 250 297

1
0

1
0
0

3
x
1
5
0
=4
50

1
0

5
4
0

5
6
06

6
φ24孔

ホールインアンカーM16

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

撤去数：5

40

2
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0
4
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0
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0
=4
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1
0
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6
06

6
φ24孔

ホールインアンカーM16

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791
40

2
0

2
0
46
0
4
0

1
0
0

4
0
1
2
4
4
0

Br1詳細図 S=1:30

撤去数：6

Br2詳細図 S=1:30 115 547 28
690

1
0

1
0
0

3
x
1
5
0
=4
50

1
0

5
4
0

5
6
06

6
φ24孔

ホールインアンカーM16

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

2
0
4

4
0
1
2
4
4
0

撤去数：2

Br3詳細図 S=1:30

20

4
0 2
0
4

5
6

4
41
0
0

4
0

1
2
4

4
0

5
0
0

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

撤去数：1 K9撤去数：1

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

撤去数：1 K10 撤去数：1

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

撤去数：1 K11 撤去数：1

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

撤去数：1 K6撤去数：1

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

標高高表

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7 撤去数：1

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

撤去数：1

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9 撤去数：1

2-PL 70x12x80

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その1) S=1:100

P1橋脚

検査路B詳細図(その1) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

1-[  125x65x6/8x480

14／224

 14／224



小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その2) S=1:100

P2橋脚
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78.886 78.978 77.786 80.965 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150

8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830

52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050

2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480

1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

検査路B詳細図(その2) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

15／224

 15／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150

8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490

1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)

6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488

1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480

1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その3) S=1:100

P3橋脚

検査路B詳細図(その3) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

16／224

 16／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150

16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300

9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871

4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その4) S=1:100

P4橋脚

検査路B詳細図(その4) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480
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 17／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)

4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その5) S=1:100

P5橋脚

検査路B詳細図(その5) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550

2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480
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P6 75.201 75.293 74.036 77.215 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150

16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871

4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その6) S=1:100

P6橋脚

検査路B詳細図(その6) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480
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Z1 Z2 Z3 Z4

P7 74.102 74.194 73.046 76.225 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その7) S=1:100

P7橋脚

検査路B詳細図(その7) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480
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 20／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その8) S=1:100

P8橋脚

検査路B詳細図(その8) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：6

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

撤去数：5

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

21／224

 21／224
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Z1 Z2 Z3 Z4

P9 72.144 72.236 71.066 74.245 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)

2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480

1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

Br1 Br2

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その9) S=1:100

P9橋脚

検査路B詳細図(その9)

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

1-[  125x65x6/8x480
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)

2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150

8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830

52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300

9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050

2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その10) S=1:100

P10橋脚

検査路B詳細図(その10) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

23／224

 23／224
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Z1 Z2 Z3 Z4

P11 70.142 70.234 69.086 72.265 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

5
0
0

平面図

正面図側面図 側面図

200

Br3

12 650 28
690

103 250 297

1
0

1
0
0

3
x
1
5
0
=4
50

1
0

5
4
0

5
6
06

6

40

2
0 2
0
4

6
0

4
01
0
0

4
0

1
2
4

4
0

12 650 28
690

103 250 297

1
0

1
0
0

3
x
1
5
0
=4
50

1
0

5
4
0

5
6
06

6

40

2
0

2
0
4

6
0
4
0

1
0
0

4
01
2
4 4
0

Br1詳細図 S=1:30 Br2詳細図 S=1:30 115 547 28
690

1
0

1
0
0

3
x
1
5
0
=4
50

1
0

5
4
0

5
6
06

6

2
0
4

4
01
2
4 4
0

Br3詳細図 S=1:30

20

4
0 2
0
4

5
6

4
41
0
0

4
0

1
2
4

4
0

5
0
0

標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)

2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300

9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871

4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その11) S=1:100

P11橋脚

検査路B詳細図(その11) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

24／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)

2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150

16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300

9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871

4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490

2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その12) S=1:100

P12橋脚

検査路B詳細図(その12) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16
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6
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6

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

25／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)

4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490

1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)

6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488

1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その13) S=1:100

P13橋脚

検査路B詳細図(その13) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

排水管 排水管
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2-CT 144x204x12/10x550

2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

26／224

 26／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150

8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830

52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050

2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その14) S=1:100

P14橋脚

検査路B詳細図(その14) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

排水管 排水管

6

6

6

6

6

6

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

27／224

 27／224
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Br2
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Br3 Br3

Z1 Z2 Z3 Z4

P15 66.204 66.296 65.126 68.305 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150

8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830

52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050

2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480

1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その15) S=1:100

P15橋脚

検査路B詳細図(その15) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

排水管 排水管

6

6

6

6

6

6

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

28／224

 28／224
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Z1 Z2 Z3 Z4

P16 65.233 65.325 64.154 67.333 

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

5
0
0

平面図
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)

2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150

24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488
1-Ch.PL 480x3.2x5830

52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)

12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300

9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050

2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480
1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その16) S=1:100

P16橋脚

検査路B詳細図(その16) 

小木津高架橋(上り線) 撤去工

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

排水管 排水管

6

6

6

6

6

6

2-CT 144x204x12/10x550
2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

29／224

 29／224
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検査路B詳細図(その17)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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標高高表

1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100

2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-CT 144x204x12/10x550

1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K9

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K9

1-[ 100x50x5/7.5x2300

1-Ch.PL 480x3.2x1800

36-B.N M8x35(1-W付)

K10

1-PIPE   25Ax2300(SGP)

3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax1024(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930

1-[ 100x50x5/7.5x1430
1-[ 100x50x5/7.5x1850

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付)2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

4-PL 100x9x480

K10

1-PIPE   25Ax500(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax214(SGP)

4-PL     150x6x150
8-B.N   M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x2700

2-L 75x75x6x490

3-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2200

39-B.N M8x35(1-W付)

4-PL 100x9x480

K11

1-PIPE   25Ax2700(SGP)

4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax807(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)

1-[ 100x50x5/7.5x1930
1-[ 100x50x5/7.5x1430

1-[ 100x50x5/7.5x2250

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付)

K11

2-PIPE   25Ax2326(SGP)
6-PIPE   25Ax1080(SGP)

8-PIPE   15Ax1037(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 125x65x6/8x5850

2-L 75x75x6x488

4-FB 50x6x488

1-Ch.PL 480x3.2x5830
52-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

K6

1-PIPE   25Ax5850(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE   15Ax1104(SGP)
12-PL     150x6x150
24-B.N    M16x40(2-W付)

K6

1-PIPE   25Ax2200(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax974(SGP)

6-PL     150x6x150
12-B.N   M16x40(2-W付)

K7

2-FB  65x6x3300
9-RB  22φx440(SR24)

3-FB  65x6x1050
2-FB  65x6x1871
4-B.N M22x60(2-W付)

4-FB  65x6x115

2-PL  80x12x160

2-[  100x50x5/7.5x2200

2-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PL 150x6x150

2-L  75x75x6x490
2-PL 100x9x480

1-FB 50x6x490

2-PIPE   15Ax874(SGP)

1-Ch.PL 480x3.2x2180

1-PIPE   25Ax1100(SGP) 24-B.N M8x35(1-W付)

K7

8-B.N M16x40(2-W付)

Tr9

2-PL 70x12x80

小木津高架橋耐震補強工事

小木津高架橋(上り線) 撤去工

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット 既設ブラケット
撤去

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
残置

既設検査路
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設ブラケット
残置

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その17) S=1:100

P17橋脚

撤去数：5 撤去数：6

撤去数：2

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1 撤去数：1

撤去数：1

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

φ24孔

ホールインアンカーM16

排水管 排水管

6

6

6

6

6

6

2-CT 144x204x12/10x550

2-L  100x100x10x650

2-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)

12-ホールインアンカーM16

2-L  100x100x10x791

1-[  125x65x6/8x480

30／224

 30／224



1-PIPE   25Ax5500(SGP)

6-PIPE   25Ax1080(SGP)
10-PIPE  15Ax1034(SGP)
12-PL    150x6x150
24-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 100x50x5/7.5x5500

K1

2-L 75x75x6x490

4-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x5480

50-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

製作数：2 K1 製作数：2

1-PIPE   25Ax3140(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)

6-PIPE   15Ax954(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 100x50x5/7.5x3140

K3

2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x3120
30-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

製作数：1 K3 製作数：1

1-PIPE   25Ax3000(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)
6-PIPE   15Ax907(SGP)

8-PL     150x6x150
16-B.N   M16x40(2-W付)

2-[ 100x50x5/7.5x3000
2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
1-Ch.PL 480x3.2x2980
28-B.N M8x35(1-W付)

2-PL 100x9x480

製作数：1 K14 製作数：1

2-PIPE   25Ax500(SGP)
4-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax274(SGP)
8-PL     150x6x150
16-B.N    M16x40(2-W付)
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1-CT 144x204x12/10x550
1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
2-B.N M16x45(2-W付)
6-ホールインアンカーM16

1-L  100x100x10x791

製作数：4
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ホールインアンカーM16
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1-L  100x100x10x650

1-PL 100x12x100
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Br1詳細図 S=1:30

製作数：4

Br2詳細図 S=1:30
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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正面図側面図
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側面図
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K14

既設ブラケット
残置

既設昇降梯子
残置

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設昇降梯子
残置

既設検査路
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設昇降梯子
残置

既設ブラケット
残置

既設ブラケット
残置

既設検査路
残置

既設検査路
残置

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
撤去

既設検査路
撤去

既設検査路
撤去

既設ブラケット
撤去

既設ブラケット
撤去

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
残置

既設昇降梯子
撤去

既設昇降梯子
残置

既設昇降梯子
撤去

小木津高架橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図(その18) S=1:100

A2橋台

検査路B詳細図(その18)

小木津高架橋(上り線) 撤去工

注　記

1.特記なき材質は、すべてSS400とする。

1-PIPE  25Ax3.2x1659(SGP)
1-PIPE  25Ax3.2x1670(SGP)

1-FB    65x6x700
1-FB    65x6x1150

1-PIPE 25Ax3.2x1693(SGP)

Tr4

1-PIPE 25Ax3.2x1683(SGP)

2-FB 65x6x3950
2-FB 65x6x405
4-FB 65x6x305

1-FB 65x6x700

製作数：1 Tr8 製作数：1

2-FB 65x6x235
3-FB 65x6x2100
3-FB 65x6x1871

11-RB φ22x440
6-B.N M16x35(2-W付)

3-RB    φ22x440
4-FB    65x6x253

31／224

 31／224
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その1) S=1:100
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下部工検査路(その1)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

平面図

正面図

側面図 側面図

300
排水管

RC巻立t=250mm

7100

2001700
250 200021002000

125046001250
250250

200
250

2700 1200 1400 20 6680 20 2860 340 3380

Br1 Br1 Br1 Br1

▽Z2

3
7
5

3
5
0

1
1
00

1
0
3.
2

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
00

1
0
3.
2

3
7
5

K11

K7

K10K6

Br2 Br2

10680200

87416

16038033416

1
7
5

1
7
5

3
7
.
51
0
0 3
7
.
5

9

8
0

1
7
5

8
0

300

62.5
175 62.5

40 40

3
3
5

4
0

4
0

4
0

1
7
5

4
0

110

2
5
5

110

160
30 100 30

6-φ22 890

4-19x40長孔

6

6

1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 874

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170

製作数：9

Br1詳細図 S=1:25
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6-φ22 660
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6

2- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 644
2- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)
2- BN M16 x 50(2-W)
12- スリーブ打込み式アンカー M20x170

製作数：2

Br2詳細図 S=1:25
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4-19x40長孔

6

6

1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 1124

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

6- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170

製作数：1

Br3詳細図 S=1:25
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Br1

Br1
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Br1

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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K11 K7'上PIPE詳細

K6

 1-PIPE φ42.7x2.3x6858(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x6858(STK400)
 8-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x1188

1組当り材料　製作数：1

1-CH 125x65x6x8x6100

1-Ch.PL 640x3.2x1267(SS400相当品)

4-FB 90x9x668

68-BN M10x30(1-W,1-TW)
1-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 125x65x6x8x680

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

1-Ch.PL 640x3.2x3073(SS400相当品)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2575(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2575(STK400)

 7-L 65x65x6x1258
 3-PL 90x3.2x1188

 2-PL 190x12x320(SM400A)

 28-BN M16x45(2-W)
 28-BN M10x35(2-W)
 7-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
14-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

K10

K7

K11

 1-PL 90x3.2x2875

 4-PL 190x12x285(SM400A)

 6-PL 190x12x285(SM400A)

4-L 50x50x6x668

 1-PIPE φ42.7x2.3x3380(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x3380(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x3380

1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x3380

1-Ch.PL 640x3.2x2700(SS400相当品)

4-FB 90x9x670
46-BN M10x30(1-W,1-TW)
4-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x2270

1組当り材料　製作数：1

K11

 3-PL 190x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-Ch.PL 640x3.2x2230(SS400相当品)

 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)
 2-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x670
 2-PL 190x12x285(SM400A)
 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2321(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2300(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2260
 3-PL 190x12x285(SM400A)
 12-BN M16x45(2-W)
 12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x2750
1-CH 100x50x5x7.5x1640
2-CH 100x50x5x7.5x 680

 1-PIPE φ42.7x2.3x401(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x380(STK400)
 1-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x340

1組当り材料　製作数：1
 4-BN M16x45(2-W)
 4-BN M10x35(2-W)
 1-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x1700
1-Ch.PL 640x3.2x1660(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

 1-PL 190x12x285(SM400A)

 2-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x1700(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x1700(STK400)
 2-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x1700
 2-PL 190x12x285(SM400A)
 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

3-FB 90x9x670
20-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-CH 125x65x6x8x660

 1-PIPE φ42.7x2.3x2860(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2860(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2860

1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-Ch.PL 640x3.2x2180(SS400相当品)

1組当り材料　製作数：1

 3-PL 190x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2270(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2270(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2260
 3-PL 190x12x285(SM400A)
 12-BN M16x45(2-W)
 12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

K7

1-CH 100x50x5x7.5x2860

4-FB 90x9x670
42-BN M10x30(1-W,1-TW)
4-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x2270

1-Ch.PL 640x3.2x2230(SS400相当品)

1-CH 100x50x5x7.5x2230
1-CH 100x50x5x7.5x1640
2-CH 100x50x5x7.5x 680

20 20

☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆
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 1-PL 90x3.2x2396

1-Ch.PL 890x3.2x2296(SS400相当品)

20

1-CH 125x65x6x8x5730

1-CH 125x65x6x8x500
1-CH 125x65x6x8x950
1-CH 125x65x6x8x250
1-CH 125x65x6x8x150
1-CH 125x65x6x8x608

1-FB 90x9x918
1-FB 90x9x644

1-PL 160x9x 910(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
16-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2655(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2655(STK400)

32-BN M16x45(2-W)
32-BN M10x35(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x250(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x250(STK400)

 1-PL 90x3.2x1268

 1-PL 190x12x250(SM400A)
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1-Ch.PL 480x3.2x900

28-B.N M8x35(1-TW付)

1-PIPE   25Ax1400(SGP)
2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax1024(SGP)

4-PL     150x6x150
8-B.N    M16x40(2-W付)

1-CH 100x50x5x7.5x1930
1-CH 100x50x5x7.5x1430
1-CH 100x50x5x7.5x900

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)
4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150

12-B.N    M16x40(2-W付) 2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490
3-PL 100x9x480
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K9

1組当り材料　製作数：1 1組当り材料　製作数：1
改良後再設置

K9

新設置

新設置 K10 新設置

新設置
K6

 1-PL 90x3.2x250

小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その2) S=1:100

P1～P7，P14，P17橋脚

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その2)

小木津高架橋(上り線)

33／224

 33／224
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株式会社　復建技術コンサルタント
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図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 
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4-19x40長孔

6

6

1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 874

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170

製作数：10

Br1詳細図 S=1:25
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2- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 644

2- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

2- BN M16 x 50(2-W)

12- スリーブ打込み式アンカー M20x170

製作数：2

Br2詳細図 S=1:25
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その3) S=1:100

P8～P13，P15，P16橋脚

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その3)

小木津高架橋(上り線)

34／224

 34／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

 1-PIPE φ42.7x2.3x780(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x780(STK400)
 2-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x780
1組当り材料　製作数：1

 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x2128

1-Ch.PL 640x3.2x2088(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2128(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2128(STK400)
 2-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2128
 2-PL 190x12x285(SM400A)
 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

4-FB 90x9x670
24-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-CH 125x65x6x8x660

K7

K7

K6

 1-PIPE φ42.7x2.3x7269(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x7269(STK400)
 7-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x1445

1組当り材料　製作数：1

28-BN M16x45(2-W)
28-BN M10x35(2-W)
 7-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 125x65x6x8x7194

1-Ch.PL 640x3.2x1524(SS400相当品)

4-FB 90x9x668

70-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 125x65x6x8x680

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

14-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-Ch.PL 640x3.2x3587(SS400相当品)

 2-PIPE φ42.7x2.3x3089(STK400)
 4-PIPE φ21.7x1.9x3089(STK400)
 6-L 65x65x6x1258
 4-PL 90x3.2x1445
 2-PL 190x12x320(SM400A)

 24-BN M16x45(2-W)
 24-BN M10x35(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
12-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

K10 K11
 1-PL 90x3.2x3389

 4-PL 190x12x285(SM400A)

 5-PL 190x12x285(SM400A)

4-L 50x50x6x668
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 1-PIPE φ42.7x2.3x2952(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2952(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2952

1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)
12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x2952

1-Ch.PL 640x3.2x2272(SS400相当品)

4-FB 90x9x670
40-BN M10x30(1-W,1-TW)
4-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x2056

1組当り材料　製作数：1

K11

 3-PL 190x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)
1-Ch.PL 640x3.2x2016(SS400相当品)

 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)
 2-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x670
 2-PL 190x12x285(SM400A)
 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2056(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2056(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2046
 3-PL 190x12x285(SM400A)
 12-BN M16x45(2-W)
 12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x2322
1-CH 100x50x5x7.5x1426
2-CH 100x50x5x7.5x 680

 1-PIPE φ42.7x2.3x2132(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2132(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2132

1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x2132

1-Ch.PL 640x3.2x1452(SS400相当品)

4-FB 90x9x670
38-BN M10x30(1-W,1-TW)
4-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x2056

1組当り材料　製作数：1

 3-PL 190x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-Ch.PL 640x3.2x2016(SS400相当品)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2056(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x2056(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x2046
 3-PL 190x12x285(SM400A)
 12-BN M16x45(2-W)
 12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x1502
1-CH 100x50x5x7.5x1426
2-CH 100x50x5x7.5x 680
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1-CH 100x50x5/7.5x1400

1-Ch.PL 480x3.2x900

28-B.N M8x35(1-W付)

1-PIPE   25Ax1400(SGP)

2-PIPE   25Ax1080(SGP)
2-PIPE   15Ax1024(SGP)
4-PL     150x6x150
8-B.N    M16x40(2-W付)

1-CH 100x50x5/7.5x1930

1-CH 100x50x5/7.5x1430
1-CH 100x50x5/7.5x900

1-Ch.PL 480x3.2x1910

1-PIPE   25Ax1930(SGP)
3-PIPE   25Ax1080(SGP)

4-PIPE   15Ax839(SGP)
6-PL     150x6x150
12-B.N    M16x40(2-W付) 2-L 75x75x6x490

2-FB 50x6x490

3-PL 100x9x480
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K9

1組当り材料　製作数：1 1組当り材料　製作数：1
改良後再設置

K9

新設置

1-Ch.PL 640x3.2x2040(SS400相当品)

1-CH 125x65x6x8x6714
1-CH 125x65x6x8x255
1-CH 125x65x6x8x300

1-CH 125x65x6x8x500

1-FB 90x9x488

166

1445 1445 1445

1480 3389 1445

 1-PL 90x3.2x1480

K6

1445

300 255

 1-PL 90x3.2x300
 1-PL 90x3.2x255

小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その4) S=1:100

P8～P13，P15，P16橋脚

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その4)

小木津高架橋(上り線)

35／224

 35／224



800
5000 4000

11290 11390

4000
900

5000
9000 9000

20

9
8
2

2325 4600 2075 232546002075

▽65.594

▽66.576

1
8
62

4800 4800 250

600

Tr8

100
200

500

▽65.451 ▽65.551

▽65.631

2.00%2.00%

▽63.614

▽65.471 ▽65.551

▽65.651

▽63.732

950 540 540 950
500

200
200A

A

B

B

平面図

Tr6

1300

▽66.576

Tr4

2.25%

500
17170

下り線 上り線

Tr8

Tr6

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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製作数：4
Br1詳細図 S=1:25
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K14K14K1 K3

K1 K3

 1-PIPE   25Ax2450(SGP)
 3-PIPE   25Ax1080(SGP)
 4-PIPE   15Ax1034(SGP)
 6-PL    150x6x150

1組当り材料　製作数：1

2-CH 100x50x5x7.5x2450

1-FB 50x6x490
26-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 100x9x480

1組当り材料　製作数：1

2-L 75x75x6x490

 12-B.N   M16x40(2-W付)

1-Ch.PL 480x3.2x2430(SS400相当品)

 1-PIPE φ42.7x2.3x5900(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x5900(STK400)
 4-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x1400

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W) 2-CH 100x50x5x7.5x5900

1-Ch.PL 640x3.2x1829(SS400相当品)

5-FB 90x9x670
58-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x 660(SM400A)

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

K1

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x2350

1-Ch.PL 640x3.2x1598(SS400相当品)

2-CH 100x50x5x7.5x680
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1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 1174

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170
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製作数：2
Br2詳細図 S=1:25

10680200

874

16038033416

1
7
5

1
7
5

3
7
.5
1
0
0 3
7
.5

9
1
0
0

8
0

1
7
5

8
0

300

62.5
175

62.5

40 40

3
3
5

4
0

4
0

4
0

1
7
5

4
0

110

2
5
5

110

160
30 100 30

6-φ22
890

4-19x40長孔

6

6
1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 874

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170

16

1640 1640

 1-PIPE φ42.7x2.3x3480(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x3480(STK400)
 3-L 65x65x6x1258
 2-PL 90x3.2x1640

1組当り材料　製作数：1

 1-PL 190x12x320(SM400A)

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x3480

2-Ch.PL 640x3.2x1719(SS400相当品)

4-FB 90x9x670
36-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x 660(SM400A)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

2-L 50x50x6x670

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)
 2-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)
 4-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)
 4-L 65x65x6x1258
 2-PL 90x3.2x670
 4-PL 190x12x285(SM400A)
16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)
 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

5201020

Br1

10x232=2320

20

 1-PIPE φ42.7x2.3x5480(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x5480(STK400)
 4-L 65x65x6x1258
 1-PL 90x3.2x1930

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

16-BN M16x45(2-W)
16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x5480

1-Ch.PL 640x3.2x1598(SS400相当品)

5-FB 90x9x670
54-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x 660(SM400A)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1400

1-Ch.PL 640x3.2x1829(SS400相当品)
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8-BN M16x45(2-W)
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 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)
 1-PL 90x3.2x670
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その5) S=1:100

A2橋台(1)

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その5)

小木津高架橋(上り線)

梯子
新設Tr10

既設昇降梯子
残置

Br3
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既設昇降梯子
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Tr10
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その6) S=1:25

下部工検査路(その6)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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ゆるみ止めナット
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ワッシャー
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ワッシャー

65

ゆるみ止めナット

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

A2橋台(2)

製作数：1
Br3詳細図 S=1:25
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1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その7) S=1:50

下部工検査路(その7)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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支持金具詳細 S=1:25
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梯子

1組当り材料　製作数：1
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1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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図  示
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設計会社名
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手摺り曲げ加工詳細 S=1:12.5

爪先板曲げ加工詳細 S=1:12.5
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その8) S=1:100

共通詳細図(1)

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その8)

小木津高架橋(上り線)
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事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 
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小木津高架橋(上り線)　下部工検査路(その9) S=1:100

共通詳細図(2)

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

下部工検査路(その9)
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※()内の値は、鋼板巻立てを示す。

梯子部

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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3
0

2
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5
0

5
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90

14

3
0

4040
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3
5

4
5

φ
1
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4
5

3
5

8
0

8
0

80
35 45

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

3
1
2

45 4520
25

2520
2020
40

S-1
設置数:3

S-2
設置数:2

S-3
設置数:1

H-1
設置数:1(2)

4.
5

4.
5

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設

()内数値はP4,P6,P14を示す。

橋脚1基当り

橋脚1基当り

P1橋脚1基当り

8
0

R5
00

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その2）

排水管A詳細図（その2）

P1橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

45°ベンド管 
撤去

45°ベンド管
撤去 7

0
0

5
0
0

1
4
10
0

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

S-2既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

VPφ150
既設再利用

6
@
2
0
0
0
=
12
0
00

1
4
0

φ
2
50

49／224

 49／224



500

1050

1000

2700

1650

150090

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P2

L
1550

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

3.00%

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

B-1一時撤去して、再設置するもの

2
4
00
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500583

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
6
2
5
1.
9

1
0
0

1
1
@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-3
一時撤去して、再設置するもの

T-2

伸縮継手

残置

残置

H-1

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、
再設置するもの

6
0
0

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

P2一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その3）

排水管A詳細図(その3)

P2橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去のみ延長

50／224

 50／224



400
800

1000

2700

3.00%

1900

150090

T-2

伸縮継手
L-1新設のみするもの

正面図側面図

400

250

RC巻立

P2

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

L
1

H-1

2
4
00
0

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

1
1
@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置
残置

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その4）

排水管A詳細図（その4）

P2橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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P2
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484

P4
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591
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507
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P6

398
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593

P14

485
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P17
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新設のみするもの材料

1個L-1
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1
0

1
0
1
9
6

φ
2
1
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φ
2
16

1-VP φ200x530

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

L-1
製作数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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35 45
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3545
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1
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1
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45 4520
25
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S-1
設置数:3

S-2
設置数:12

S-3
設置数:1

H-1
設置数:1

4.
5

4.
5

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

橋脚1基当り

P2橋脚1基当り

8
0

R5
00

寸法表

1
4
0

φ
2
50

0.53m新設延長

P2一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

6
0
0

5
0
0

S-2

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

51／224

 51／224



P3一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その5）

排水管A詳細図(その5)

P3橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去のみ延長

500
1050

1000

2700

1650

150090

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P3

L
1550

VPφ200

受桝

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

3.00%

T-3

S-1一時撤去して、再設置するもの

B-1一時撤去して、再設置するもの

2
4
60
0

1
3
00

S-2

VPφ150

VPφ150

500583

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
6
2
4
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-2

伸縮継手
残置

残置

H-1

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、
再設置するもの

1
2
00

5
0
0

S-2

S-2

VPφ150

VPφ150

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

52／224

 52／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その6）

排水管A詳細図（その6）

P3橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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新設のみするもの材料

1個L-1
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1-VP φ200x530

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

L-1
製作数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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S-1
設置数:3

S-2
設置数:12

S-3
設置数:1

H-1
設置数:1

4.
5

4.
5

7
°

1
8
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  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

橋脚1基当り

P3橋脚1基当り

8
0

R5
00

寸法表

φ
2
50

0.53m新設延長

P3一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管
400

800

1000

2700

3.00%

1900

150090

正面図側面図

400

250

RC巻立

P3

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

L
1

2
4
60
0

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

1
1
@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-2

伸縮装置
L-1新設のみするもの

H-1残置
残置 一時撤去して、

再設置するもの

1
2
00

5
0
0

S-2

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管

45°ベンド管 
一時撤去して、

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

53／224

 53／224



P4一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

6個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

11個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その7）

排水管A詳細図(その7)

P4橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

150090

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P4

L
1 VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
3
00
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500583

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
5
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
20
0
00

1000

2050

5001000

3700
1650

3.00%

VPφ200

一時撤去して、
H-1

T-2
伸縮継手
残置 残置

再設置するもの

撤去のみするもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

1
6
00

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

54／224

 54／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その8）

排水管A詳細図（その8）

P4橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

新設のみするもの材料

1個L-2

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの

φ
1
96

φ
2
16

60
300 475

4
00

2
15

φ217.
25

φ
2
16

1
0φ

1
76
1
0

φ
1
96

3083030

φ
2
50

φ217.25

2
1
5

500300

φ
1
96

φ
2
16

φ
2
16

215

φ217.3

2
1
51
1
5

φ165

4
0
0

575

φ
21

6
φ216

67°

215

1
4
0

ネジ加工

17°23'

3
5
0

1
0φ

1
76

1
0

φ
1
96

30830

φ
2
50

30

1
4
0

φ
2
50

1
4
0

ネジ加工 60

10 φ300 10

φ320
1
5
0

1
0
0

1
7
5

4
2
5

168
60

6

2
0
0

312
6

3030
60

5
0

1
0
0

5
0
2
0
0

3
0

14

2
0

3
0

φ
1
65

3
0

2
0

5
0

5
0

90

14

3
0

4040
80

3
5

4
5

φ
1
65

4
5

3
5

8
0

8
0

80
35 45

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

3
1
2

45 4520
25

2520
2020
40

S-1
設置数:3

S-2
設置数:11

S-3
設置数:1

H-1
設置数:2

4.
5

4.
5

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り

橋脚1基当り

8
0

R5
00

寸法表

1
4
0

φ
2
50

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

215
1530

1-VP φ200x1530

L-2
製作数:1

φ
2
1
7.
25 1
0

1
0
1
9
6

φ
2
16

P4橋脚1基当り

1.53m新設延長

P4一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

6個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

11個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

150090

正面図側面図

250

RC巻立

P4

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

L
1

2
3
00
0

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

1
0
@
2
0
0
0
=
20
0
00

750

1800
5001000

3700

3.00%

1900

T-2伸縮継手 H-1

L-2

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

残置残置 一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

新設のみするもの

1
6
00

5
0
0

S-2

VPφ150

VPφ150

S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

55／224

 55／224



P5一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

4個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

7個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その9）

排水管A詳細図(その9)

P5橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去延長

500
1050

1000

2700
1650

150090

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P5

L
1550

T-2

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

3.00%

伸縮継手

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

1
5
50
0

1
3
00

2
1
00

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500
583

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
5
1.
9

1
0
0

6
@
2
0
0
0
=
12
0
00

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-1残置 残置

H-1

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

56／224

 56／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その10）

排水管A詳細図（その10）

P5橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

新設のみするもの材料

1個L-1

215
530

1
0

1
0
1
9
6

φ
2
1
7.
25

φ
2
16

1-VP φ200x530

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

L-1
製作数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの

φ
1
96

φ
2
16

60
300 475

4
00

2
15

φ217.
25

φ
2
16

1
0φ

1
76
1
0

φ
1
96

3083030

φ
2
50

φ217.25

2
1
5

500300

φ
1
96

φ
2
16

φ
2
16

215

φ217.3

2
1
51
1
5

φ165

4
0
0

575

φ
21

6
φ216

67°

215

1
4
0

ネジ加工

17°23'

3
5
0

1
0φ

1
76

1
0

φ
1
96

30830

φ
2
50

30

1
4
0

φ
2
50

1
4
0

ネジ加工 60

10 φ300 10

φ320
1
5
0

1
0
0

1
7
5

4
2
5

168
60

6

2
0
0

312
6

3030
60

5
0

1
0
0

5
0
2
0
0

3
0

14

2
0

3
0

φ
1
65

3
0

2
0

5
0

5
0

90

14

3
0

4040
80

3
5

4
5

φ
1
65

4
5

3
5

8
0

8
0

80
35 45

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

3
1
2

45 4520
25

2520
2020
40

S-1
設置数:3

S-2
設置数:7

S-3
設置数:1

H-1
設置数:1

4.
5

4.
5

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

橋脚1基当り

P5橋脚1基当り

8
0

R5
00

寸法表

1
4
0

φ
2
50

0.53m新設延長

P5一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

4個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

7個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管400

800

1000

2700

3.00%

1900

150090

T-2
伸縮継手

L-1新設のみするもの

正面図側面図

400

250

RC巻立

P5

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-4

L
1

H-1

2
1
00

5
0
0

1
5
50
0

S-2

S-2

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

6
@
2
0
0
0
=
12
0
00

45°ベンド管

45°ベンド管 

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

残置 残置 一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

57／224

 57／224



P6一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

5個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

8個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その11）

排水管A詳細図(その11)

P6橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

150090

4
6
3.940

H

300

T-4

正面図側面図
P6

L
1

VPφ200

受桝

S-1

90°エルボ

S-1

B-1

1
6
50
0

1
3
00

1
1
00

5
0
0

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

500583

350 600
2025

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

S-2

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150
45°ベンド管 

3
1
4.
62
5
1.
9

1
0
0

7
@
2
0
0
0
=
14
0
00

45°ベンド管

1000
2050

5001000

3700
1650

3.00%

VPφ200

H-1
T-2

伸縮継手

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

残置 残置
一時撤去して、再設置するもの

撤去のみするもの

58／224

 58／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その12）

排水管A詳細図（その12）

P6橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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新設のみするもの材料

1個L-2

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの
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設置数:1
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設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1
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S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り

橋脚1基当り

8
0
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00

寸法表

1
4
0

φ
2
50

1.53m新設延長

P6一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

5個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

8個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

150090

正面図側面図

250

RC巻立

P6

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600
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1
4.
6

H
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4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-4

L
1

1
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00

5
0
0

1
6
50
0

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

VPφ150

7
@
2
0
0
0
=
14
0
00

45°ベンド管

45°ベンド管 

750
1800

5001000

3700

3.00%

1900

T-2伸縮継手

L-2新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

残置 残置 一時撤去して、
再設置するもの

H-1

59／224

 59／224



P7一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その13）

排水管A詳細図(その13)

P7橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去のみ延長

正面図側面図
P7

500
1050

1000

2700

1650

150090

550

3.00%

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-2

伸縮継手
残置

残置

H-1

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、
再設置するもの

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

L
1

VPφ200

受桝

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

T-3

S-1一時撤去して、再設置するもの

B-1一時撤去して、再設置するもの

2
4
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0

1
3
00

S-2

VPφ150

VPφ150

500583

350 600
2025

3
1
4.
6
2
4
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの 1

2
00

5
0
0

S-2

S-2

VPφ150

VPφ150

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

60／224

 60／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その14）

排水管A詳細図（その14）

P7橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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新設のみするもの材料

1個L-1
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S=1:25加工管詳細
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設置数:1
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S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
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2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

橋脚1基当り

P7橋脚1基当り

8
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寸法表

1
4
0

φ
2
50

0.53m新設延長

P7一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

12個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

正面図側面図
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3.00%
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RC巻立

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

T-2

伸縮装置
L-1新設のみするもの

H-1残置
残置 一時撤去して、

再設置するもの

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

L
1

2
4
60
0

VPφ150

VPφ150

1
1
@
2
0
0
0
=
22
0
00

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
S-2

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

1
2
00

5
0
0

S-2

VPφ150

VPφ150

45°ベンド管 
一時撤去して、

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

61／224

 61／224



P8一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その15）

排水管A詳細図(その15)

P8橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P8

L
1

VPφ200

受桝

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
7
40
0

1
3
00

S-2

S-2

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、

500
583.3

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
24
0
00

1000

2050

5001000

3700

1650

3.00%

VPφ200
T-2伸縮継手

90 1500

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

残置 残置

H-1
一時撤去して、
再設置するもの

撤去のみするもの

2
0
00

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

62／224

 62／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

新設のみするもの材料

1個L-2

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの

φ
1
96

φ
2
16

60
300 475

4
00

2
15

φ217.
25

φ
2
16

1
0φ

1
76
1
0

φ
1
96

30830

φ
2
50

30

1
4
0

φ
2
50

φ217.25

2
1
5

500300

φ
1
96

φ
2
16

φ
2
16

215

φ217.3

2
1
51
1
5

φ165

4
0
0

575

φ
21

6

φ216

67°

215

1
4
0

ネジ加工

17°23'

3
5
0

1
0φ

1
76
1
0

φ
1
96

30830

φ
2
50

30

1
4
0

φ
2
50

1
4
0

ネジ加工 60

10 φ300 10

φ320

1
5
0

1
0
0

1
7
5
4
2
5

168
60

6

2
0
0

312
6

30 30
60

5
0

1
0
0

5
0 2
0
0

3
0

14

2
0

3
0

φ
1
65

3
0

2
0

5
0

5
0

90

14

3
0

4040
80

3
5

4
5

φ
1
65

4
5

3
5

8
0

8
0

80
3545

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:13

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り橋脚1基当り

8
0

R5
00寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その16）

排水管A詳細図（その16）

P8橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

215
1744

1
0

1
0
1
9
6

φ
2
1
7.
25

φ
2
16

1-VP φ200x1744

L-2
製作数:1

P8橋脚1基当り

3
1
2

45 4520
25

25 20
2020
40

H-1
設置数:2

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1.74m新設延長

P8一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

正面図

1000
2014

5001000

3700

3.00%

1686

150090

T-2伸縮継手

側面図

36

L-2新設のみするもの

P8

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

L
1

RC巻立

2
7
40
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置 残置

H-1
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

5
0
0

VPφ150

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 

2
0
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2

63／224

 63／224



P9一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その17）

排水管A詳細図(その17)

P9橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去のみ延長

H

300

正面図側面図
P9

2
7
40
0

1
3
00

1
0
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

500

1050

1000

2700

1650

550

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3.00%

VPφ200
T-2伸縮継手

90 1500

残置 残置
撤去のみするもの

H-1
一時撤去して、
再設置するもの

4
6
3.940

T-4
一時撤去して、再設置するもの

L
1

VPφ200

受桝

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

S-2

S-2

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、

500
583.3

350 600
2025

3
1
4.
62
4
1.
9

再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

1
9
00

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

64／224

 64／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

新設のみするもの材料

1個L-1

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その18）

排水管A詳細図（その18）

P9橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

215
744

1
0

1
0
1
9
6

φ
2
1
7.
25

φ
2
16

1-VP φ200x744

L-1
製作数:1

P9橋脚1基当り

H
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485
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485
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P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの

φ
1
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φ
2
16
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4
00
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ネジ加工 60
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6
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3
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φ
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3
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0

5
0
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14
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4040
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3
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φ
1
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4
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3
5

8
0

8
0
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3545
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3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:13

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り橋脚1基当り

8
0

R5
00

3
1
2

45 4520
25

25 20
2020
40

H-1
設置数:1

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

0.74m新設延長

P9一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

正面図

150090

側面図

36

P9

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

L
1

RC巻立

2
7
30
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

500
1014

1000

2700

3.00%

1686

T-2

L-1新設のみするもの

514

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

伸縮継手
残置 残置

H-1
一時撤去して、
再設置するもの

VPφ150

VPφ150

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

5
0
0

1
9
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150

VPφ150

45°ベンド管 
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2

65／224

 65／224



P10一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その19）

排水管A詳細図(その19)

P10橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

150090

4
6
3.940

H

300

正面図側面図
P10

L
1

2
7
00
0

1
3
00

500
583.3

350 600
2025

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
24
0
00

1000
2050

5001000

3700

1650

3.00%

VPφ200
T-2

伸縮継手

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

残置 残置

H-1
一時撤去して、
再設置するもの

撤去のみするもの

T-4
一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

受桝

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

S-2

S-2

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150

VPφ150
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

1
6
00

5
0
0

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

66／224

 66／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

新設のみするもの材料

1個L-2

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その20）

排水管A詳細図（その20）

P10橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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φ
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1
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φ
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1-VP φ200x1744

L-2
製作数:1

P10橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細

橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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0
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0
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1
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1
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30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:13

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り橋脚1基当り

8
0

R5
00

3
1
2

45 4520
25

25 20
2020
40

H-1
設置数:2

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

1.74m新設延長

P10一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

正面図

1000

2014
5001000

3700

3.00%

1686

150090

T-2
伸縮継手

側面図

36

L-2新設のみするもの

P10

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

L
1

RC巻立

2
7
00
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

残置 残置

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

H-1

VPφ150

VPφ150

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-3
一時撤去して、
再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

T-4
一時撤去して、
再設置するもの

5
0
0

1
6
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150

VPφ150

45°ベンド管 
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2
一時撤去して、
再設置するもの

一時撤去して、
再設置するもの

S-2

67／224

 67／224



P11一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その21）

排水管A詳細図(その21)

P11橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去延長

150090
4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P11

L
1

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
7
20
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500
583.3

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

500

1050

1000

2700

1650

550

T-2 一時撤去して、再設置するもの
H-1

VPφ200
撤去のみするもの

3.00%

伸縮継手

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

残置残置

1
8
00

5
0
0 45°ベンド管 

一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

68／224

 68／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P11新設材料

1個L-1

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その22）

排水管A詳細図（その22）

P11橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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S=1:25加工管詳細

橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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S-1
設置数:3

S-2
設置数:13

S-3
設置数:1
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5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ
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  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

0.74m新設延長

P11一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

S-2S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

正面図

150090

側面図
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S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-3

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するものL
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3.00%

1686

T-2 H-1
伸縮継手

L-1新設
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VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

残置 残置

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

5
0
0

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

1
8
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

69／224

 69／224



P12一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その23）

排水管A詳細図(その23)

P12橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P12

L
1

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

2
7
50
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500
583.3

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

@
2
0
0
0
=
24
0
00

1000

2050

5001000

3700
1650

3.00%

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの
H-1

T-2

伸縮継手

90 1500

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置

残置

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
1
00

5
0
0 45°ベンド管 

一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

70／224

 70／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P12新設材料

1個L-2

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その24）

排水管A詳細図（その24）

P12橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

215
1744

1
0

1
0
1
9
6

φ
2
1
7.
25

φ
2
16

1-VP φ200x1744

L-2
製作数:1

P12橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細

橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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φ
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1
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2
0
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30 30
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5
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1
0
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5
0 2
0
0

3
0
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2
0

3
0

φ
1
65

3
0

2
0

5
0

5
0

90

14

3
0

4040
80

3
5

4
5

φ
1
65

4
5

3
5

8
0

8
0

80
3545

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:13

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り橋脚1基当り

8
0

R5
00

3
1
2

45 4520
25

25 20
2020
40

H-1
設置数:2

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

1.74m新設延長

P12一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

S-2S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

正面図

1000

2014
5001000

3700

3.00%

1686

150090

T-2
伸縮継手

側面図

36

H-1

L-2

P12

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するものL
1

RC巻立

2
7
50
0

1
2
@
2
0
0
0
=
24
0
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
残置

残置

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

5
0
0

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

2
1
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの
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P13一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

14個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その25）

排水管A詳細図(その25)

P13橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去延長

150090

4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P13

L
1

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
8
10
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500
583.3

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

1
3
@
2
0
0
0
=
26
0
00

500

1050

1000

2700
1650

550

T-2 一時撤去して、再設置するもの
H-1

VPφ200
撤去のみするもの

3.00%

伸縮継手

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置
残置

S-3
一時撤去して、再設置するもの

7
0
0

5
0
0 45°ベンド管 

一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

72／224

 72／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P13新設材料

1個L-1

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その26）

排水管A詳細図（その26）

P13橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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1
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9
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φ
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1
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φ
2
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S=1:25加工管詳細

橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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S-1
設置数:3

S-2
設置数:14

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り橋脚1基当り
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45 4520
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H-1
設置数:1

7
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1
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4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

0.74m新設延長

P13一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

14個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

正面図

150090

側面図

36

P13

2
4
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583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
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H
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4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1一時撤去して、再設置するもの

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するものL
1

RC巻立

2
8
10
0

1
3
@
2
0
0
0
=
26
0
00

500
1014

1000

2700

3.00%

1686

T-2 H-1
伸縮継手

L-1

514

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置残置

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

5
0
0

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

7
0
0

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの
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P14一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

15個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その27）

排水管A詳細図(その27)

P14橋脚 既設撤去図

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

寸法表

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

1.78m撤去のみ延長

150090
4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P14

L
1

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

3
0
20
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500583

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

1
4
@
2
0
0
0
=
28
0
00

1000
2050

5001000

3700

1650

3.00%

VPφ200
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの
H-1

T-2

伸縮継手

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置

残置

S-3
一時撤去して、再設置するもの

8
0
0

5
0
0 45°ベンド管 

一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

74／224

 74／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P1

465H

L1 551

P2

463

549

P3

398

484

P4

505

591

P5

507

593

P6

398

484

P7

507

593

P14

485

571

P17

501

587

新設のみするもの材料

1個L-2

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

橋脚1基当り

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その28）

排水管A詳細図（その28）

P14橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

215
1530

1-VP φ200x1530

L-2
製作数:1

φ
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1
7.
25 1
0

1
0
1
9
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φ
2
16

P14橋脚1基当り

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの

φ
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φ
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1
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500300

φ
1
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φ
2
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φ
2
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2
1
51
1
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φ165

4
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φ
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φ216
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17°23'

3
5
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1
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1
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φ
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φ
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φ
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ネジ加工 60

10 φ300 10

φ320

1
5
0

1
0
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1
7
5
4
2
5

168
60

6

2
0
0

312
6

30 30
60

5
0

1
0
0

5
0 2
0
0

3
0

14

2
0

3
0

φ
1
65

3
0

2
0

5
0

5
0

90

14

3
0

4040
80

3
5

4
5

φ
1
65

4
5

3
5

8
0

8
0

80
3545

80
3545

1
1
4

4040
80

1
4

30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:15

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り

8
0

R5
00

3
1
2

45 4520
25

25 20
2020
40

H-1
設置数:2

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

1.53m新設延長

P14一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

15個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

150090

正面図側面図

250

RC巻立

P14

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H

1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1

VPφ200

90°エルボ

受桝

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するものL
1

3
0
20
0

S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

1
4
@
2
0
0
0
=
28
0
00

750
1800

5001000

3700

3.00%

1900

T-2伸縮継手 H-1

L-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置残置 一時撤去して、再設置するもの

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

8
0
0

5
0
0

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

75／224

 75／224



P15一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

14個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その29）

排水管A詳細図(その29)

P15橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485

571

P10

485

571

P11

507

593

P12

398

484

P13

507

593

P15

485

571

P16

482

568

1個45°ベンド管

撤去のみするもの材料

1個VPφ200

0.78m撤去のみ延長

150090
4
6
3.940

H

300

T-4
一時撤去して、再設置するもの

正面図側面図
P15

L
1

VPφ200

受桝
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

90°エルボ
一時撤去して、再設置するもの

T-3
一時撤去して、再設置するもの

S-1
一時撤去して、再設置するもの

B-1
一時撤去して、再設置するもの

2
8
60
0

1
3
00

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

500
583.3

350 600
2025

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

3
1
4.
62
4
1.
9

1
0
0

1
3
@
2
0
0
0
=
26
0
00

500

1050

1000

2700

1650

550

T-2 一時撤去して、再設置するもの
H-1

VPφ200
撤去のみするもの

3.00%

伸縮継手

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置

残置

S-3
一時撤去して、再設置するもの

1
2
00

5
0
0 45°ベンド管 

一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

76／224

 76／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

新設のみするもの材料

1個L-1

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:25加工管詳細
新設のみするもの

寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その30）

排水管A詳細図（その30）

P15橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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1
0

1
0
1
9
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φ
2
1
7.
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φ
2
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製作数:1
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593

P15

485
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P16
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S=1:25加工管詳細

橋脚1基当り

S=1:25加工管詳細
一時撤去して、再設置するもの

T-3
設置数:1

T-4
設置数:1

90°エルボ
設置数:1

受桝
設置数:1

B-1
設置数:1

S=1:25金具詳細
一時撤去して、再設置するもの
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1
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1
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30

S-1
設置数:3

S-2
設置数:14

S-3
設置数:1

4.
5

4.
5

  1-PL 80x4.5x812
1-PL 80x6x200
1-PL 80x6x198
2-BN M12x40
2-INSERT ANCHER 13φ

2-PL 80x6x220
1-PL 80x6x165

  1-PL 80x4.5x367
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

    1-PL 80x4.5x734
2-INSERT ANCHER 13φ

橋脚1基当り橋脚1基当り

8
0

R5
00

3
1
2

45 4520
25

25 20
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H-1
設置数:1

7
°

1
8
'9
"

4.
5

  2-PL 40x4.5x260
  1-PL 40x4.5x748
 2-BN 13φx40
2-INSERT ANCHER 13φ

0.74m新設延長

P15一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

8個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

14個S-2

1個S-3

1個45°ベンド管

S-2S-2

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

正面図

150090

側面図

36

P15

2
4
1.
9

583.3500

4
6
3.9

40

2025

350 600

3
1
4.
6

H
1
4
00

300

S-1一時撤去して、再設置するもの

S-1

VPφ200

90°エルボ

受桝

VPφ150

B-1一時撤去して、再設置するもの

T-3

T-4

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するものL
1

RC巻立

2
8
60
0

1
3
@
2
0
0
0
=
26
0
00

500

1014

1000

2700

3.00%

1686

T-2 H-1
伸縮継手

L-1

514

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

残置残置

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-3
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

5
0
0

45°ベンド管
一時撤去して、再設置するもの

45°ベンド管 
一時撤去して、再設置するもの

1
2
00

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

VPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの

77／224

 77／224



P16一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

2個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(鋼板巻立て工法t=6mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その31）

排水管A詳細図(その31)

P16橋脚 既設撤去図

寸法表

H

L1

P8

485

571

P9

485
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P16新設材料
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新設のみするもの
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00寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その32）

排水管A詳細図（その32）

P16橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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P17一時撤去して、再設置するもの材料

1個VPφ200

1個

金具

H-1

7個VPφ150

1個B-1

1個T-3

1個T-4

1個90°エルボ

1個受桝

3個S-1

13個S-2

1個S-3

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

(RC巻立て工法t=250mm)

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その33）

排水管A詳細図(その33)
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寸法表
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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寸法表

S=1:100小木津高架橋(上り線) 撤去・設置工 排水管A詳細図（その34）

排水管A詳細図（その34）

P17橋脚 設置図

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。
4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

0.53m新設延長
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小木津高架橋(上り線） 撤去・設置工 排水管A詳細図(その35） S=1:100

排水管A詳細図(その35)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋（上り線） 撤去・設置工

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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小木津高架橋（上り線）　撤去・設置工
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。
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2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。
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1. 特記なき材質は全てSS400とする。
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助川山橋(上り線) 撤去工

図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

検査路B詳細図（その3）

株式会社　復建技術コンサルタント

東日本高速道路株式会社　関東支社

S=1:200 S=1:200

助川山橋(上り線) 撤去工　検査路B詳細図（その3）

水戸管理事務所

P4～P6橋脚

注記

1.特記なき材質は全てSS400とする。
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 89／224
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 1-PIPE φ42.7x2.3x4950(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x4950(STK400)

 6-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1590

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

24-BN M16x45(2-W)

24-BN M10x35(2-W)
 6-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x4950

1-Ch.PL 640x3.2x1679(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

56-BN M10x30(1-W,1-TW)

2-PL 160x9x 660(SM400A)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

K1

 4-PL 190x12x285(SM400A)

12-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1300

1-Ch.PL 640x3.2x1498(SS400相当品)

1-Ch.PL 640x3.2x1739(SS400相当品) 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)

 1-PL 90x3.2x1650

 1-PIPE φ42.7x2.3x5100(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x5100(STK400)

 6-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1750

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

24-BN M16x45(2-W)

24-BN M10x35(2-W)

 6-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x5100

1-Ch.PL 640x3.2x1839(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

58-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x 660(SM400A)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

K2

 4-PL 190x12x285(SM400A)

12-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1540

1-Ch.PL 640x3.2x1598(SS400相当品)

1-Ch.PL 640x3.2x1629(SS400相当品) 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)

 1-PL 90x3.2x1400

 1-PIPE φ42.7x2.3x2150(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x2150(STK400)

 4-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x2140

1組当り材料　製作数：1
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図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

250
20
250

Br1

東日本高速道路株式会社　関東支社 
水戸管理事務所

1
0
0

1
5
60

5
0
0

500 1560 780
2840

1
97

150

2
0

2
1
10

2
0

2
1
50

4
1
0

1
2
00

4
5
0

400

Br1

100 300

1
0
00

1
0
00

900 300

縁端拡幅部

縁端拡幅部
縁端拡幅部

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その1） S=1:50

A1橋台(その1)

下部工検査路(その1) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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歩廊断面及び構造詳細図
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製作数：4
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1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 1074

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170
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図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

東日本高速道路株式会社　関東支社

製作数：2

Br2詳細図 S=1:25
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1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 774

1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)

4- BN M16 x 50 (2-W）

6- スリーブ打込み式アンカー M20x170
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助川山橋（上り線） 下部工検査路（その2）

A1橋台(その2)

下部工検査路(その2) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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8-BN M16x40(2-W付)

転落防止リング

3-FB 50x4.5x1830

4-FB 50x4.5x2101

4-BN M12x35(2-W付)

2-FB 50x6x186

1-Pipe φ34x2.3x1456(STK400)

11-RB φ22x430

2-L 50x50x6x3700

梯子

1組当り材料　製作数：1

4-打ち込み式アンカー M16x125

4-FB 90x6x315

梯子支持金具A
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2-打ち込み式アンカー M16x125
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図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その3） S=1:50

A1橋台(その3)

下部工検査路(その3) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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K-2 K-1

 1-PIPE φ42.7x2.3x4950(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x4950(STK400)

 6-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1590

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

24-BN M16x45(2-W)

24-BN M10x35(2-W)

 6-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

2-CH 100x50x5x7.5x4950

1-Ch.PL 640x3.2x1679(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

56-BN M10x30(1-W,1-TW)

2-PL 160x9x 660(SM400A)

2-CH 100x50x5x7.5x 680

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

 4-PL 190x12x285(SM400A)

12-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1300

1-Ch.PL 640x3.2x1498(SS400相当品)
1-Ch.PL 640x3.2x1739(SS400相当品) 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)

 1-PL 90x3.2x1650

 1-PL 90x3.2x670

 1-PIPE φ42.7x2.3x5590(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x5590(STK400)

 6-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1750

1組当り材料　製作数：1

 2-PL 190x12x320(SM400A)

24-BN M16x45(2-W)
24-BN M10x35(2-W)

 6-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x5650

1-Ch.PL 640x3.2x1829(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

63-BN M10x30(1-W,1-TW)

2-PL 160x9x 660(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x 690

1組当り材料　製作数：1

4-L 50x50x6x670

 4-PL 190x12x285(SM400A)

12-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x2097

1-Ch.PL 640x3.2x1598(SS400相当品)

1-Ch.PL 640x3.2x2295(SS400相当品) 1-PIPE φ42.7x2.3x650(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x650(STK400)

 1-PL 90x3.2x1400

 1-PL 90x3.2x670

1-CH 100x50x5x7.5x5770

 1-PIPE φ42.7x2.3x1935(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x1935(STK400)

 4-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1965

1組当り材料　製作数：1

16-BN M16x45(2-W)

16-BN M10x35(2-W)

 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

1-CH 100x50x5x7.5x2202

1-Ch.PL 1248x3.2x2158(SS400相当品)

3-FB 90x9x1278

30-BN M10x30(1-W,1-TW)

2-PL 160x9x1262(SM400A)

1-CH 100x50x5x7.5x1308

1組当り材料　製作数：1

 4-PL 190x12x285(SM400A)

8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PIPE φ42.7x2.3x1240(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x1240(STK400)

 1-PL 90x3.2x680

1-CH 100x50x5x7.5x1975

1-CH 100x50x5x7.5x1288

1-CH 100x50x5x7.5x 680

東日本高速道路株式会社　関東支社 
水戸管理事務所
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竪壁前面
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1015

Br1

5
5
0

竪壁前面

竪壁前面

1
2
0

453.9
453.9

190

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その4） S=1:50

A2橋台(その1)

下部工検査路(その4) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

東日本高速道路株式会社　関東支社 
水戸管理事務所

製作数：4

Br1詳細図 S=1:25
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1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 774
1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)
4- BN M16 x 50 (2-W）
6- スリーブ打込み式アンカー M20x170
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製作数：2

Br2詳細図 S=1:25
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1- H  175 x 175 x 7.5 x 11 x 1382
1- Base PL 335 x 16 x 300(SM400A)
4- BN M16 x 50 (2-W）
6- スリーブ打込み式アンカー M20x170

16
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30
47
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φ10
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φ
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65

5
6

ゆるみ止めナット

21.3

φ10

ワッシャー
φ
42.7

ワッシャー

Uボルト 呼び15C

65

ゆるみ止めナット

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その5） S=1:25

A2橋台(その2)

下部工検査路(その5) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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 94／224



図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

8-BN M16x40(2-W付)

転落防止リング

3-FB 50x4.5x1830

4-FB 50x4.5x2101

4-BN M12x35(2-W付)

2-FB 50x6x186

1-Pipe φ34x2.3x1976(STK400)

13-RB φ22x430

2-L 50x50x6x4150

梯子

1組当り材料　製作数：1

4-打ち込み式アンカー M16x125

4-FB 90x6x715

梯子支持金具A

4-BN M12x35(2-W)

1-Pipe φ34x2.3x1978(STK400)
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東日本高速道路株式会社　関東支社 
水戸管理事務所

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その6） S=1:50

A2橋台(その3)

下部工検査路(その6) 

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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 K-1 歩廊材料(製作数:1)

 1-Ch PL 360 x 3.2 x 510(SS400相当品) 

 2-L 65 x 65 x 6 x 550

 2-L 65 x 65 x 6 x 270

 2-L 65 x 65 x 6 x 250

 4-打ち込み式アンカー M16x125

 6-BN M10x30(2-W)

 2-PL  50 x 6 x 300(SM400A)
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社
水戸管理事務所

32-BN M16x40(2-W付)

転落防止リング

 3-FB 50x4.5x9030
16-FB 50x4.5x2101

33-RB φ22x430
 2-L 50x50x6x9876

梯子材料　製作数：1

2-打ち込み式アンカー M16x125
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配置図

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その7） S=1:100

P4橋脚

下部工検査路（その7）

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社
水戸管理事務所
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（水平材）
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現況地盤線

2
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00

正 面 図 側 面 図

A - A

40-BN M16x40(2-W付)

転落防止リング

 3-FB 50x4.5x11430
20-FB 50x4.5x2101

42-RB φ22x430
 2-L 50x50x6x12476

梯子材料　製作数：1

22-打ち込み式アンカー M16x125
22-FB 90x6x290

梯子支持金具

22-BN M12x35(2-W)

耐震補強部

1450 1450

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

配置図

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その8） S=1:100

P5橋脚

下部工検査路（その8）

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

事務所名

97／224

 97／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社
水戸管理事務所
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A - A

現況地盤線

36-BN M16x40(2-W付)

転落防止リング

 3-FB 50x4.5x10230
18-FB 50x4.5x2101

37-RB φ22x430
 2-L 50x50x6x11076

梯子材料　製作数：1

20-打ち込み式アンカー M16x125
20-FB 90x6x290

梯子支持金具

20-BN M12x35(2-W)

耐震補強部

1450 1450

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 A2

配置図

250
150

助川山橋（上り線） 下部工検査路（その9） S=1:100

P6橋脚

下部工検査路（その9）

助川山橋（上り線）

1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。

5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔

　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。

6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

事務所名
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助川山橋（上り線）　立入防止柵　撤去設置工　平面図

平　面　図

縮尺 1:500

立
入
防
止
柵
撤
去
・
設
置
工

L=
62
00

助川山橋（上り線）

立入防止柵　撤去設置工　平面図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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Ｐ６橋脚部

助川山橋（上り線）　撤去・設置工　ブロック積み詳細図 縮尺 1:250

撤去工

平面図 縮尺 1:100ブロック積み標準横断図

側面図正面図

撤去工

側面図正面図

h
=
30
00

L=3354

1
00

3
50

100

350

150
200

250 2400 250

2900

250 1800 250

2300

250 2400 250

2900

撤去・設置工　ブロック積み詳細図

　助川山橋（上り線）

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

株式会社　復建技術コンサルタント

事務所名

施工会社名

常磐自動車道
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助川山橋（上り線）　コンクリート吹付　撤去復旧工　平面図

平　面　図

縮尺 1:500

助川山橋（上り線）

コンクリート吹付　撤去復旧工　平面図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

101／224

 101／224



平　面　図 縮尺 1:250

日立中央ＩＣ橋　防護柵・排水路・土留め　撤去設置工　平面図

注  記
土留め鉄板の完成図はなく、想定による
図面であるため現地調査等を行い構造寸
法を測定すること

U型排水路(300×300)撤去・設置　L=14400

日立中央IC橋

防護柵・排水路・土留め

撤去設置工　平面図

図  示

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

102／224
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日立中央IC橋 A1橋台 排水管A 撤去工詳細図 S=1:50

A1橋台 排水管A 撤去工詳細図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

小木津高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

日立中央IC橋 

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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製作数:2

加工管詳細
新設のみするもの

S=1:12.5支持金具詳細

S-1
製作数:2

L-2
製作数:2

縁端拡幅部

862

862

1-PL　80×6×200
1-PL　80×6×67
1-PL　80×4.5×647
2-BN　13φ×40
2-BN　13φ×50　

　 

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事

新設のみするもの

新設のみするもの

新設のみするもの

/日立中央IC橋 A1橋台 排水管A 新設工詳細図

A1橋台 排水管A 新設工詳細図

日立中央IC橋 

新設のみするもの
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
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一時撤去して、再設置するもの材料
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/日立中央IC橋 A1橋台 排水管A 撤去・設置工詳細図

A1橋台 排水管A 撤去・設置工詳細図

日立中央IC橋 
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 
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/日立中央IC橋 P1橋脚(A1側) 排水管A 撤去工詳細図

P1橋脚(A1側) 排水管A 撤去工詳細図
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事

新設のみするもの

新設のみするもの

/日立中央IC橋 P1橋脚(A1側) 排水管A 新設工詳細図

P1橋脚(A1側) 排水管A 新設工詳細図

日立中央IC橋 
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事

一時撤去して、再設置するもの
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/日立中央IC橋 P1橋脚(A1側) 排水管A 撤去・設置工詳細図

P1橋脚(A1側) 排水管A 撤去・設置工詳細図

日立中央IC橋 
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名
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東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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/日立中央IC橋 P1橋脚(A2側) 排水管A 撤去工詳細図

P1橋脚(A2側) 排水管A 撤去工詳細図

日立中央IC橋 
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事

新設のみするもの

新設のみするもの
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/日立中央IC橋 P1橋脚(A2側) 排水管A 新設工詳細図

P1橋脚(A2側) 排水管A 新設工詳細図

日立中央IC橋 
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント
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事務所名

縮    尺

常磐自動車道
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東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

S=1:50

小木津高架橋耐震補強工事
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/日立中央IC橋 P1橋脚(A2側) 排水管A 撤去・設置工詳細図
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 
水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工　検査路B詳細図（その1） S=1:75

検査路B詳細図（その1）

中山跨線橋 撤去工
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中山跨線橋 撤去工　検査路B詳細図（その2） S=1:75

検査路B詳細図（その2）

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

中山跨線橋 撤去工
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撤去数：1手摺KB部

12-PIPE  15Ax 975(SGP)

4-PL     170x6x210
4-PL     170x6x180

6-PL     170x6x210
6-PL     170x6x180

1-PIPE   25Ax6650(SGP)

28-B.N    M16x50(2-W)

撤去数：1

1-PIPE   25Ax 629(SGP)

手摺KC部

12-PIPE  15Ax 975(SGP)
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1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

正面図

撤去数：4(2)

ﾌﾞﾗｹｯﾄ1(ﾌﾞﾗｹｯﾄ2)詳細図
S=1:30

A C

A C

Br1Br2 Br2

B

B

1-[ 100x50x5x7.5x2648

5-FB 75x9x490
1-Ch.PL 480x3.2x2624

22-B.N M12x32(1-W,1-TW)

撤去数：1

1-[ 100x50x5x7.5x490

歩廊KA部

2-PL 200x15x480

撤去数：1歩廊KB部 撤去数：1歩廊KC部 撤去数：1歩廊KD部

1-[ 100x50x5x7.5x2487
1-[ 100x50x5x7.5x522

1-[ 100x50x5x7.5x5700

11-FB 75x9x490
1-Ch.PL 480x3.2x5680

48-B.N M12x32(1-W,1-TW)

1-[ 100x50x5x7.5x490

1-PL 200x15x480

3-B.N M16x50(2-W)

1-[ 100x50x5x7.5x5539
1-[ 100x50x5x7.5x520

2-PL 70x15x480

1-[ 100x50x5x7.5x5500

10-FB 75x9x490
1-Ch.PL 480x3.2x5480

2-[ 100x50x5x7.5x490

48-B.N M12x32(1-W,1-TW)

1-[ 100x50x5x7.5x6000

11-FB 75x9x490
1-Ch.PL 480x3.2x5980

2-[ 100x50x5x7.5x490

50-B.N M12x32(1-W,1-TW)

KB

D

平面図

1-PIPE   25Ax3000(SGP)

12-B.N    M16x50(2-W)

撤去数：1

1-PIPE   25Ax 629(SGP)

手摺KA部

3-PIPE   25Ax1113(SGP)
2-PIPE   15Ax 417(SGP)

3-PL     170x6x210
3-PL     170x6x180

4-PIPE   15Ax 988(SGP)
2-PIPE   15Ax 975(SGP)

撤去数：1手摺KB部 撤去数：1手摺KC部 撤去数：1手摺KD部

1-PIPE   25Ax5700(SGP)

20-B.N   M16x50(2-W)

5-PIPE   25Ax1113(SGP)
2-PIPE   15Ax 709(SGP)

5-PL     170x6x210
5-PL     170x6x180

10-PIPE  15Ax 975(SGP)

1-PIPE   25Ax5500(SGP)

24-B.N   M16x50(2-W)

6-PIPE   25Ax1113(SGP)

6-PL     170x6x210
6-PL     170x6x180

10-PIPE  15Ax 975(SGP)

2-PL 70x15x480

1-PIPE   25Ax6000(SGP)
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6-PIPE   25Ax1113(SGP)
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6-PL     170x6x180

10-PIPE   15Ax 975(SGP)

1-PL 200x15x480

1-PIPE   25Ax 350(SGP)
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2-PIPE   15Ax 124(SGP)
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KB KC KDKA

3@1000=3000

250 1950 800
3000

3
7
0

3
7
0

3
7
3.
2

3
.
2

1
1
10

1
5
1
0
0

200150
350 379

729

5700 5500 6000
1200 4500 5500 5500 500

900 15@1000=15000 1300
17200

Br1Br1Br1 100 150 150 100

19孔

729
529200

90 20@250=5000
90
90285

90
341 19@250=4750 285 90 90310 20@260=5200 310

900 15@1000=15000 1300
5700 5500 6000

17200

250

1950

800

3000
3@1

000=3000

90

6@2
80=1680

305

305

90

170160
170

100400
500

1
0
0

1
5
0

1
0
0

2
0
0

1
5
0 3
5
0

D

KC KD

KA

3
7
0

3
7
0

3
7
3.
2

3
.
2

1
1
10

1
51
0
0

500

KA

B-B

側面図

S=1:25A-A

側面図

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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側面図
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中山跨線橋 撤去工　検査路B詳細図（その3） S=1:75

検査路B詳細図（その3）

中山跨線橋 撤去工

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名
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側面図
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190300190
680

100

Br2

 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)
 2-L 65x65x6x1258

 1組当り材料　製作数：1

 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)

 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

手摺KA部(手摺KD部)

1
0
0

 1-PL 90x3.2x670

1
0
0

6
8
0

1
9
0

2
0

6
4
0

2
0
3
0
0

1
9
0

平面図

KC

 1-PIPE φ42.7x2.3x5000(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x5000(STK400)
 4-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1650

 1組当り材料　製作数：1

16-BN M16x45(2-W)

16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1300

手摺KA部

 1-PL 90x3.2x1640

 2-PL 193x12x320(SM400A)

KAKBKCKD

 1-PIPE φ42.7x2.3x5000(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x5000(STK400)
 4-L 65x65x6x1258

 2-PL 90x3.2x1650

 1組当り材料　製作数：1

16-BN M16x45(2-W)

16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1300

手摺KB部

 2-PL 193x12x320(SM400A)

 1-PIPE φ42.7x2.3x2950(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x2950(STK400)
 3-L 65x65x6x1258

 2-PL 90x3.2x1205

 1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

手摺KC部

 1-PL 193x12x320(SM400A)

 1-PIPE φ42.7x2.3x3990(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x3990(STK400)
 3-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1715

 1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

手摺KD部

 1-PL 90x3.2x1725

 1-PL 193x12x320(SM400A)

歩廊KA部

2-CH 100x50x5x7.5x680

2-Ch.PL 640x3.2x1729(SS400相当品)

5-FB 90x9x670

56-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

1組当り材料　製作数：1

2-CH 100x50x5x7.5x5000

1-Ch.PL 640x3.2x1498(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

歩廊KB部

5-FB 90x9x670
56-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

1組当り材料　製作数：1

2-CH 100x50x5x7.5x5000

1-Ch.PL 640x3.2x1498(SS400相当品)

2-Ch.PL 640x3.2x1729(SS400相当品)

4-L 50x50x6x670

歩廊KC部

2-FB 90x9x670

30-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

1組当り材料　製作数：1

2-CH 100x50x5x7.5x2610

1-Ch.PL 640x3.2x1264(SS400相当品)

1-Ch.PL 640x3.2x1284(SS400相当品)

2-L 50x50x6x670

1-CH 125x65x6x8x680

歩廊KD部

4-FB 90x9x670

42-BN M10x30(1-W,1-TW)
2-PL 160x9x660(SM400A)

1組当り材料　製作数：1

2-CH 100x50x5x7.5x3650

1-Ch.PL 640x3.2x1784(SS400相当品)

1-Ch.PL 640x3.2x1804(SS400相当品)

2-L 50x50x6x670

1-CH 125x65x6x8x680

1-CH 100x50x5x7.5x680
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20

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

740
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7
8
0

1-CH 100x50x5x7.5x680 2-CH 100x50x5x7.5x680

中山跨線橋　検査路B（その1） S=1:75

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

検査路B（その1）

中山跨線橋

P5橋脚部　新設工

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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RC巻立て補強

RC巻立て補強

RC巻立て補強
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

B-B
正面図

平面図
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KD KC KB KAKE

 1-PIPE φ42.7x2.3x3900(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x3900(STK400)
 4-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1250

 1組当り材料　製作数：1

16-BN M16x45(2-W)

16-BN M10x35(2-W)
 4-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 8-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1000

手摺KA部

 1-PL 90x3.2x1240

 2-PL 192x12x320(SM400A)

手摺KB部手摺KD部

 1-PIPE φ42.7x2.3x3132(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x3123(STK400)

 5-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1450
 1組当り材料　製作数：1

20-BN M16x45(2-W)

20-BN M10x35(2-W)

 5-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 3-PL 192x12x285(SM400A)

10-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1100

 2-PL 192x12x320(SM400A)

 1-PIPE φ42.7x2.3x3046(STK400)

 2-PIPE φ21.7x1.9x3046(STK400)
 3-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x1446

 1組当り材料　製作数：1

12-BN M16x45(2-W)

12-BN M10x35(2-W)
 3-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 192x12x285(SM400A)

 6-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

 1-PL 90x3.2x1400

 1-PL 192x12x320(SM400A)
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側面図
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 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)

 2-L 65x65x6x1258

 1-PL 90x3.2x670

 1組当り材料　製作数：1

 8-BN M16x45(2-W)
 8-BN M10x35(2-W)

 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

手摺KA部
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側面図
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Br2

 1-PIPE φ42.7x2.3x640(STK400)
 2-PIPE φ21.7x1.9x640(STK400)

 2-L 65x65x6x1258

 1組当り材料　製作数：1

 8-BN M16x45(2-W)

 8-BN M10x35(2-W)
 2-U.BOLT 呼び 32C(2-W)

 2-PL 190x12x285(SM400A)

 4-U.BOLT 呼び 15C(2-W)

手摺KE部
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中山跨線橋　検査路B（その2） S=1:75

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

検査路B（その2）

中山跨線橋

A2橋脚部 新設工

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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2

660

L-50x50x6

10

4

10

670

Ch PL t=3.2

5 5

4

680

S=1:25

S=1:25S=1:25

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋　検査路B（その6） S=1:75

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

検査路B（その6）

中山跨線橋

共通詳細図(1)

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。

マンホール詳細

S=1:10蝶番詳細

2-L 50x50x6x660

1-Ch.PL 555x3.2x600(SS400相当品)

6-BN M10x30(2-W)

2-L 50x50x6x595

3-FB 50x6x50

5-皿ネジ M4x8

2-ゴム 40x3x565(エチレンプロピレンゴム)

2-L 50x50x6x565

1-ゴム 25x3x60(エチレンプロピレンゴム)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

1-PL 206x4.5x73(SM400A)

2-皿ネジ M4x8

1-PL  25x4.5x60(SM400A)

ストッパー詳細 S=1:10

1-RB φ16x140

2-PL 30x3.2x100(SM400A)

1箇所当り部材(設置数:2箇所) 

2-PIPE φ21.7x1.9x23(STK400)

2-割ピン φ5x36(SWRM8)

3-PIPE φ21.7x1.9x15(STK400)

"a"部詳細 S=1:10

50

5
0

φ16孔

製作数:9

S=1:5

1
.
9 φ
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1
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3

φ
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マンホール鍵

A - A C - C

B - B D - D

マンホール鍵詳細 S=1:10

1-RB φ13x200

1-FB 25x4.5x130

S=1:25

A B A C

A B A C
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図  示 図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

株式会社　復建技術コンサルタント

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋　検査路B（その7） S=1:75

1.特記なき材質は、全てSS400とする。
注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。
  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。
4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

検査路B（その7）

中山跨線橋

共通詳細図(2)

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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"a"部 転落防止リング
（水平材）
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転落防止リング
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4-BN M12x35(2-W付)
2-FB 50x6x186

1-Pipe φ34x2.3x1394(STK400)

14-RB φ22x430
2-L 50x50x6x4400

梯子

1組当り材料　製作数：1

2-打ち込み式アンカー M16x125
2-FB 90x6x409
梯子支持金具A

2-BN M12x35(2-W)

1-Pipe φ34x2.3x1418(STK400)
1-PL 65x6X700
2-打ち込み式アンカー M16x125
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1- Base PL 335 x 12 x 300(SM400A)
4- BN M16 x 50 (2-W）
6- 打ち込み式アンカー M20x170
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4-19x40長孔
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側面図正面図

平面図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1 - 1 3 - 3

2 - 2

4

200

4

1 1

2 2

3

3

200

側面図
4 - 4

2005
1
5

5
1
8

3
2
5

3
2
5

4% 4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

T-2 
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

撤去のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

撤去のみするもの材料

2個SVPφ200

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

スクリューキャップ 

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その1） S=1:100

P1橋脚 既設撤去図

排水管A詳細図（その1）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

200

200

3

3

5
1
4

5
1
5

3
2
5

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 3 - 3

側面図
4 - 4

4% 4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

T-2 
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

SVPφ200
撤去のみするもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

撤去のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

撤去のみするもの材料

2個SVPφ200

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その2）S=1:100

P2橋脚 既設撤去図

排水管A詳細図（その2）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

5
1
3

3
2
5200

5
1
3

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 3 - 3

側面図
4 - 43

3

4% 4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

T-2 
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

SVPφ200
撤去のみするもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

撤去のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

撤去のみするもの材料

2個SVPφ200

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その3） S=1:100

P3橋脚 既設撤去図

排水管A詳細図（その3）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工

138／224

 138／224
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

8
2
0

4
5
01
2
70

9
6
5

2 - 2

4

4

1 1

2 2 200

5
1
3

3
2
5

200 5
1
2

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 3 - 3

側面図
4 - 4

3

3

4% 4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

T-2 
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 

SVPφ200
撤去のみするもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

撤去のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

撤去のみするもの材料

2個SVPφ200

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その4） S=1:100

P4橋脚 既設撤去図

排水管A詳細図（その4）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工

139／224

 139／224
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

200 5
8
8

3
2
5

5
5
3

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 3 - 3

側面図
4 - 4

3

3

3% 4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
撤去のみするもの

T-2 
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

SVPφ200
撤去のみするもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

撤去のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

撤去のみするもの材料

2個SVPφ200

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その5）S=1:100

P5橋脚 既設撤去図

排水管A詳細図（その5）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工

140／224

 140／224
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

側面図正面図

平面図

200

1 - 1 3 - 3

2 - 2

3

3

1 1

2 2

3
2
5

1
2
00

7
9
5

2
3
20

3
2
5

1
2
00

7
6
4

2
2
89

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
撤去のみするもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
撤去のみするもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
撤去のみするもの

一時撤去して、再設置するもの材料

2個SVPφ150

10個

金具

S-1

2個45°曲管 

2個受け桝 

撤去のみするもの材料

2個SVPφ150

改良後再設置するもの材料

2個SVPφ150

SVPφ150
改良後再設置するもの

SVPφ150
改良後再設置するもの

SVPφ150
改良後再設置するもの

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工 排水管A詳細図（その6）S=1:100

A2橋台 既設撤去図

排水管A詳細図（その6）

中山跨線橋 撤去工、撤去・設置工

141／224

 141／224



9
6
5

1
2
70 8
2
0

4
5
0

8
2
0

4
5
0 1
2
70

8
3
0

1
1
79
5

1
0
00

5
@
2
0
0
0
=
10
0
00

7
9
5

2@2000=4000
697

700

5397 157
7

500

500 257
7

800

5310 2440

5310 2440

200

側面図正面図

平面図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

1 - 1 4 - 4

2 - 2

4

200

4

1 1

2 2

梁増厚補強
t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

梁増厚補強
t=250mm

側面図
3 - 3

200

5
2
5

5
2
8

3

3

C

加工管詳細図
製作数:2T-2

S=1:25

RC巻立て補強
t=250mm

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

4%

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2
一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するものスクリューキャップ 

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

新設のみするもの材料

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

VP管

3
2
5

C

3
2
5

4%

4
1
0

3
0
0

φ216

550

215

4%
(3%)

92°
17'

(91°
43')

1-SVP 200A×960
小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その1）S=1:100

P1橋脚 設置図

排水管A詳細図（その1）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

142／224

 142／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

RC巻立て補強
t=250mm

梁増厚補強
t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

200

5
2
4

3
2
5

5
2
5

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 4 - 4

側面図
3 - 3

3

3

C

RC巻立て補強
t=250mm

4% 4%

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

梁増厚補強
t=250mm SVPφ150

一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するものスクリューキャップ 

C

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

新設のみするもの材料

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

VP管

加工管詳細図
製作数:2T-2

S=1:25

4
1
0

3
0
0

φ216

550

215

4%
(3%)

92°
17'

(91°
43')

1-SVP 200A×960
小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その2）S=1:100

P2橋脚 設置図

排水管A詳細図（その2）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

143／224

 143／224
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

RC巻立て補強
t=250mm

梁増厚補強
t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

5
2
3200

5
2
3

側面図正面図
1 - 1 4 - 4

側面図
3 - 3

3

3

CC
4% 4%

RC巻立て補強
t=250mm

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

梁増厚補強
t=250mm SVPφ150

一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するものスクリューキャップ 

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

新設のみするもの材料

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

VP管

3
2
5

3
2
5

加工管詳細図
製作数:2T-2

S=1:25

4
1
0

3
0
0

φ216

550

215

4%
(3%)

92°
17'

(91°
43')

1-SVP 200A×960
小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その3）S=1:100

P3橋脚 設置図

排水管A詳細図（その3）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

144／224

 144／224
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

8
2
0

4
5
01
2
70

9
6
5

2 - 2

4

4

1 1

2 2

RC巻立て補強
t=250mm

梁増厚補強
t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

200

5
2
2

3
2
5

200

5
2
3

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 4 - 4

側面図
3 - 3

3

3

CC

RC巻立て補強
t=250mm

4% 4%

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

梁増厚補強
t=250mm SVPφ150

一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

スクリューキャップ 

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

新設のみするもの材料

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

VP管

加工管詳細図
製作数:2T-2

S=1:25

4
1
0

3
0
0

φ216

550

215

4%
(3%)

92°
17'

(91°
43')

1-SVP 200A×960
小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その4）S=1:100

P4橋脚 設置図

排水管A詳細図（その4）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

145／224

 145／224
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

図面の種類

設計会社名

施工会社名

平面図

200

2 - 2

4

4

1 1

2 2

RC巻立て補強

t=250mm

RC巻立て補強
t=250mm

梁増厚補強
t=250mm

5
9
8

3
2
5

200

5
6
3

3
2
5

側面図正面図
1 - 1 4 - 4

側面図
3 - 3

3

3

C C3% 4%

RC巻立て補強
t=250mm

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

梁増厚補強
t=250mm

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

一時撤去して、再設置するもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

S-2

キャップ 
一時撤去して、再設置するもの T-2 

新設のみするもの

SVPφ200
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの
S-2

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

45°曲管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

フロス管 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

T-4 
一時撤去して、再設置するもの

一時撤去して、再設置するもの材料

8個SVPφ150

13個

金具

S-1

1個45°曲管 

2個受け桝 

2個T-4

新設のみするもの材料

2個SVPφ200

1個フロス管 

3個キャップ 

2個スクリューキャップ 

2個S-2

2個T-2

VP管

SVPφ150
一時撤去して、再設置するもの

受け桝 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

スクリューキャップ 
一時撤去して、再設置するもの
T-4 
一時撤去して、再設置するもの

S-1 
一時撤去して、再設置するもの

SVPφ150
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加工管詳細図
製作数:2T-2

S=1:25
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1-SVP 200A×960
小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その5） S=1:100

P5橋脚 設置図

排水管A詳細図（その5）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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加工管詳細図 S=1:50
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小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工 排水管A詳細図（その6）S=1:100

A2橋台 設置図

排水管A詳細図（その6）

中山跨線橋 撤去・設置工、新設工凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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多々良場川橋(上り線) A1橋台 検査路B 撤去工詳細図

A1橋台 検査路B 撤去工詳細図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺
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施工会社名
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多々良場川橋(上り線) A1橋台 検査路B 新設工詳細図 S=1:75

A1橋台 検査路B 新設工詳細図

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント
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設計会社名
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小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所
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1.特記なき材質は、全てSS400とする。

注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
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6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。
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注  記

3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

  亜鉛の付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

  但し、ボルト・ナット類は、HDZT49とする。

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し

2.Uボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナット

　ボルト径+3mmを標準とする。
5.床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔
　を間隔1m(0.7m2)程度に1箇所程度設けること。
6.☆印の箇所の手摺は、抜け落ち防止加工を施す。

　を使用すること。
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多々良場川橋(上り線）　防護柵・立入防止柵・排水路　撤去設置工　平面図

凡例

ガードレール

立入防止柵

水路など

平面図
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集水桝(500×500×700)

撤去・設置工　Ｎ＝1

集水桝(500×500×700)

撤去・設置工　Ｎ＝1

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

株式会社　復建技術コンサルタント

事務所名

施工会社名

常磐自動車道

多々良場川橋（上り線）

防護柵・立入防止柵・排水路

撤去設置工　平面図
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

多々良場川橋(上り線)P1橋脚 排水管A 撤去工詳細図 S=1:100
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事務所名
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図面の種類
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施工会社名
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凡例

： 新規製作
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

多々良場川橋(上り線)P1橋脚 排水管A 撤去・設置工詳細図 S=1:100
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名
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図面の種類

設計会社名
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多々良場川橋(上り線)P2橋脚 排水管A 撤去工詳細図 S=1:100
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撤去材料
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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名
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図面の種類

設計会社名

施工会社名
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多々良場川橋(上り線)P2橋脚 排水管A 新設工詳細図 S=1:100
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新設のみするもの材料
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小木津高架橋耐震補強工事

排水管A 新設工詳細図
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凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

166／224

 166／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

9268 701

1
2
50

135

9
0
0
1
1
0

2365

5
0
0

3
8
60

3
8
60

1
4
60

3
0
0

1
0
00

4
@
2
0
0
0
=8
0
00

7
8
0

500

1300

80

250

2530

170

平面図

1550

2
5
0

730
2
2
00

950
10919

1
2
50

2
3
60

3
8
60

3
8
60

5
0
0

4
5
0

1
9
00

4
@
2
0
0
0
=8
0
00

1
1
00

1
1
00

S-2

4
5
0

1
4
0

16
6.
4

500

撤去

1865

1200

1
0
0

5000 1550

500

正面図 側面図

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

多々良場川橋(上り線)P5橋脚 排水管A 撤去工詳細図 S=1:100

P5橋脚 既設撤去図

撤去材料

1個S-2

小木津高架橋耐震補強工事

/

排水管A 撤去工詳細図

多々良場川橋(上り線)P5橋脚

T-13
撤去

T-13
撤去

1個T-13

167／224

 167／224



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

9268 701

1
2
50

135

9
0
0
1
1
0

2365

5
0
0

3
8
60

3
8
60

1
4
60

3
0
0

5
0
0

3
x
2
0
0
0
=6
0
00

7
8
0

500

1300

80
250

2530

170

平面図

1550

2
5
0

730

2
2
00

950
10919

1
2
50

2
3
60

3
8
60

3
8
60

5
0
0

4
5
0

1
4
00

3
x
2
0
0
0
=6
0
00

1
1
00

1
1
00

4
5
0

1
4
0

16
6.
4

500

1865

1200

1
0
0

5000 1550

500

正面図 側面図

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

多々良場川橋(上り線)P5橋脚 排水管A 新設工詳細図 S=1:100

P5橋脚 設置図

T-13
新設

S-3
新設のみするもの

B-1
新設のみするもの C

1
8
00

1
8
00

7
0
0S-3

新設のみするもの 7
0
0S-3

新設の着色漏れ

B-1
新設のみするもの
S-3
新設のみするもの

T-13
新設新設のみするもの材料

1個B-1

1個T-13

2個S-3
C

C

C

C

/

小木津高架橋耐震補強工事

排水管A 新設工詳細図

多々良場川橋(上り線)P5橋脚

T-13

新設材料

C

加工管詳細図 S=1:50

2
5
0

1
4
0

16
8.
6

250
500

1-SVP φ150Ax1000

φ165

7
5
0

5
0
0

8
1
0

1
4
0

250

8.9
147.2

8.9

R500

R500

B-1

1-SVP φ150Ax2119

55
9

50
151.5

177
151.5
50

3
5
0

20 249 20
289

∅1
65

6
6

4
0

4
0

2
0

2
0

2
0

2
0

8
0

取付金具 S=1:50

S-3

2-ホールインアンカー M12

4-B.N M12x40(2-W付)

2-PL 80x6x369

2-PL 80x6x540

凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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P5橋脚 設置図

S-2
撤去・設置 

1
8
00

1
8
00

7
0
0

7
0
0

S-2
撤去・設置 

S-2
撤去・設置 

VPφ150

VPφ150
VPφ150

VPφ150

VPφ150

撤去・設置材料

3個SVPφ150

金具

1個T-19
1個45°曲管 

6個S-2

1個キャップ
1個スクリュ-キャップ

/

小木津高架橋耐震補強工事

排水管A 撤去・設置工詳細図

多々良場川橋(上り線)P5橋脚

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
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Ｐ４・Ｐ５橋脚部

多々良場川橋（上り線）　撤去・設置工　ブロック積み詳細図

撤去・設置工　ブロック積み詳細図

　多々良場川橋（上り線）

縮尺 1:250

正面図

撤去工平面図

縮尺 1:100ブロック積み標準横断図

下り線 上り線

撤去

設置工
+20

+40

2150-4

2084-2

2084-1

2088-1

2088-3

2088-2

K.P.131.5

・65.13

・64.29

・63.22

・63.85

・62.65

・62.21

・61.98

下り線 上り線

市道105号線

正面図

設置

下り線 上り線

市道105号線

ＲＣ巻立て工

※　ブロック積みの完成図はなく、管理図を基に作成した図面
　であるため、現地調査などを行い構造寸法を測定すること。

1:0.5

胴込コンクリート(D1-1)
撤去･復旧工

裏込コンクリート(D1-1)
撤去･復旧工

裏込材(切込砕石)
撤去･復旧工

天端コンクリート(C1-1)

コンクリートブロック(控350)
撤去･復旧工

基礎コンクリート(C2-1)

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

株式会社　復建技術コンサルタント

事務所名

施工会社名

常磐自動車道

撤去･復旧工

撤去･復旧工

/
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現況

縮尺 1:125多々良場川橋（上り線）　Ｕ型排水路工配置計画図

Ｕ型排水路工配置計画図

　多々良場川橋（上り線）

耐震補強後

平面図

１－１

+20

2084-2

2084-1

2088-3

-3

5-1

2088-2

・62.65

・62.21

・61.98

市道105号線

+20

2084-2

2084-1

2088-3

-3

5-1

2088-2

・62.65

・62.21

・61.98

平面図

市道105号線

１

１

１

ガードレール支柱

U型排水路300×300

立入り防止柵

１

１－１

P4橋脚（上り線）

ガードレール支柱

U型排水路300×300

立入り防止柵

P4橋脚（上り線）

ガードレール

立入り防止柵

U型排水路300×300

P4橋脚（上り線） P4橋脚（上り線）

RC巻立て後構造線

耐震補強後構造線

ガードレール ガードレール

・耐震補強後、U型排水路工へ51mm干渉

・耐震補強後構造線を避けた位置にU型排水路工を設置。
・その前後1.0ｍ程度で現況位置に再設置するU型排水路工
　へすりつけ。
・立入り防止柵も耐震補強後構造線を避けた位置に設置。
・ガードレールは現況位置へ再設置。

す
り
つ
け
長

す
り
つ
け
長

ガードレール

U型排水路300×300

耐震補強後構造線

立入り防止柵

再生密粒度アスコン（想定）　t=50mm

粒度調整材　　　　 　　　　t=100mm

砕石（C-40）　　　 　　　　t=300mm

再生密粒度アスコン（20）（想定）t=50mm

粒度調整材(M-30)　　　　 　　　t=100mm

砕石（C-40）　　 　　 　　　 　t=300mm

小木津高架橋耐震補強工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

設計会社名

図面の種類

図面番号図  示縮    尺

株式会社　復建技術コンサルタント

事務所名

施工会社名

常磐自動車道

※　構造物との離隔は、完成図などを基に算出

しているため、現地計測を行い再確認すること。
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正面図 側面図
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

常磐自動車道

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

S=1:100花貫川橋(上り線) P3橋脚 撤去・設置工 排水管A詳細図

撤去・設置工 排水管A詳細図

花貫川橋(上り線) P3橋脚

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

注　記

2. 工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

3. ナットは全て緩み止めナットを使用すること。

4. 鋼材は溶融亜鉛めっき仕上げとし、

   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

凡例

： 新規製作

C ： 全て新規製作

小木津高架橋耐震補強工事
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